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1 プロジェクトの概要 

 

 プロジェクトの経緯 

パキスタンの製造業は、2000 年代に農業・サービス業（3.2%）よりも高い成長率（7.0%）

を示していたが、2008 年の経済危機以降は、生産・投資活動が減速、その後 2013 年以降

は回復基調にある。2013 年における製造業の GDP 比率は 13.5%2であるが、その内訳は衣

料品・繊維生産等の軽工業が中心であり、機械設備や自動車製造業等の重工業が占める割

合は 1 割以下と低くなっている。 

パキスタン政府は、2014 年 5 月に長期開発計画である「ビジョン 2025」を策定し、年

8%の平均経済成長率を達成することによる中所得国への移行を目指しており、そのために

製造業を育成・発展させていく方針を採っている。パキスタンが製造業の強化を目指すに

あたっては、工業等で指導的役割を果たす産業人材（職長等の中堅技術者）が不足してお

り、これら中堅技術者の人材供給を増加させ製造業を発展させることが急務となっている。 

パキスタンの産業人材育成政策については、「ビジョン 2025」で、生産性の向上と付加価

値の増大が目指されており、その一環として、工業系大学などの技術系教育機関の質・量

両面の拡充が計画されている。 

また、国家レベルの技術教育・職業訓練（Technical Vocational Education and Training：TVET）

開発戦略を示す「National Skills Strategy 2009-2013」では、①雇用に適した技能、②教育機

会へのアクセスと公平性、③質の改善を 3 つの柱とし、基本戦略のひとつに「産業・経済

発展に求められる技能の提供」を掲げ、グローバル市場における競争力強化を意識した職

業訓練制度の改革を行うとしている。そして、同方針のもとに、2011 年から国家職業技術

訓練委員会（National Vocational and Technical Training Commission：NAVTTC）が主体となっ

て、「TVET 改革プログラム」が実施された。さらに、2018 年には「Skill for Growth & 

Development- A Technical and Vocational Education and Training (TVET) Policy for Pakistan」がパ

キスタン政府に承認されている。 

我が国の対パキスタン国別開発協力方針では、重点分野「経済基盤の改善」に製造業の

競争力強化が盛り込まれ、産業育成・投資環境整備プログラムにおいて、パキスタンの経

済成長促進と雇用創出に資する産業の多様化・高付加価値化を達成するための支援を行う

とされている。日系企業が多く進出する自動車産業を主な対象として、投資環境整備、中

小企業育成、産業人材育成を連携させながら、製造業の発展モデルの確立を目指している。 

パンジャブ州技術短期大学工業系ディプロマ機械学科強化プロジェクト（以下、本プロ

ジェクト）は、この中の産業人材育成分野の技術協力として位置づけられる。独立行政法

人国際協力機構（以下、JICA）は 2008 年 12 月から 2013 年 12 月まで実施した「技術教

育改善プロジェクト」（以下、前プロジェクト）において、パンジャブ州ラホールにある技

術短期大学（Government College of Technology：GCT）レイルウェイロード校（以下、GCT RR

校）機械学科及び建設学科を対象として、産業界のニーズに沿う教育が提供できるように

 
2 Economic Survey 2013-2014, Planning Commission. 
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研修管理サイクル（TMC）の強化、GCT 組織体制の強化、就職支援体制の強化等を行うこ

とで中堅技術者の育成に貢献してきた。 

この実績を踏まえてパキスタンは、前プロジェクトの成果をパンジャブ州の GCT 各校に

展開する後続案件として本プロジェクトの実施を我が国に要請した。 JICAは2014 年11 月

と 2015 年 2 月に詳細計画策定調査を実施し、要請内容を確認の上、協力内容をパキスタ

ン側と合意し、2015 年 6 月 19 日に協議議事録（Record of Discussion、R/D）の署名を行っ

た。 

 

 プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、2015 年 6 月に JICA がパキスタン政府と合意した R/D に基づいて各

種活動を実施するものである。そして、以下に示すプロジェクト・デザイン・マトリック

ス（Project Design Matrix：PDM)の成果を達成し、プロジェクト目標の発現に貢献すること

を目的としている。 

前プロジェクトで支援した GCT RR 校に加えて GCT FSD 校の 2 校をモデル技術短期大学

（Centre of Excellence: CoE） として、前プロジェクトの活動成果をベースに、研修サイク

ルの見直し・カリキュラムの改訂・教官への研修・GCT FSD 校に対する新規機材調達及び

産学連携等の強化を行う。 

これによって、これら 2 校の CoE で実施する人材育成能力を向上させ、パンジャブ州内

の他 11 校の GCT 校にこの成果を拡散させることを目指すものである。 

 

 PDM に基づく本プロジェクトの内容 

 本プロジェクト目標、上位目標、成果及び指標・活動を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 プロジェクト目標、上位目標、成果及び指標、活動 

上位目標 指標 

パンジャブ州東部の各 GCT 工業系ディプロ

マ機械学科において質の高い教育を提供す

るための組織体制が強化される。 

1. 2014 年から 2016 年の平均卒業率を維持す

る。 

GCT RR: 72.5%, GCT FSD: 59.9% 

2. 2014年から2016年の卒業から1年後の平均

就職率よりも就職率が増加する。 

GCT RR: 50%, GCT FSD: 75% 

3. パンジャブ州の東部において、GCT 機械学科

の改善計画が導入される。 

プロジェクト目標 〈指標〉 

産業ニーズに基づき、GCT RR 校と GCT FSD

校の工業系ディプロマ機械学科コースの技

術教育の質が改善される。この改善に適用

された取り組みがパンジャブ州東部におけ

1. GCT RR 校と GCT FSD 校の工業系ディプロマ

機械学科が、「教授・学習プロセスの効果性」

と「労働市場との連携」に関する指標がそ

れぞれの項目で 80％以上を取る。 
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る他の GCT 校においても導入される。 2. TEVTAとGCT代表にてGCT機械学科の改善計

画が承認される。 

〈成果〉 〈指標〉 

成果 1： 

研修管理サイクル（Training Management 

Cycle ：TMC）が再検討され、13 校の GCT

に共有される。本プロジェクトの取り組み

を導入するための改善計画が策定される。 

1.1. TMC が各 GCT によって採択される 

1.2. 研修ニーズ調査（TNA）が実施される。 

1.3. プロジェクトの成果を導入するための改

善計画が準備される。 

成果 2： 

対象 GCT 工業系ディプロマ機械学科のカリ

キュラムが製造業のニーズを満たす能力を

備える。 

2.  TNA に基づきテキストと教材が更新され

る。 

成果 3： 

改定カリキュラム実施のために、GCT FSD

校の工業系ディプロマ機械学科の設備が拡

充される。 

3.  改訂カリュキュラムを GCT FSD 校にて実施

するための機材を 90%カバーする。  

成果 4： 

GCT RR 校と GCT FSD 校が、CoE として改定

カリキュラムに基づく Training of 

Trainers（ToT）が実施できるマスタートレ

ーナーとしての能力を持つ。 

4.  GCT RR/FSD 校それぞれのマスタートレーナ

ー16 名が、CoE として改定カリキュラムに

基づく Training of Trainers（ToT）が実施

できる能力を持つと判定される。 

成果 5 

産学連携が強化される（カリキュラム改訂

への産業界の意見反映、就職セミナー開催、

企業へのインターン受け入れ等。 

5.1. 各セクター作業部会の活動に参加する製

造業者数が増加する。 

5.2. GCT RR 校と GCT FSD 校の就職支援サービ

スを利用する機械学科生徒の割合が増加

する。 

5.3. GCT RR 校と GCT FSD 校における産業界と

の共同活動の数と内容が向上する。 

〈活動〉 

1-1. パンジャブ州職業訓練局（TEVTA）と 13 校の GCT の代表で作業部会（W/G）が設立され 

     る。 

1-2. TEVTA と 13 校の GCT 機械学科の間で研修管理サイクルのプロセスに関して合意が得られ

る。 

1-3. 13 校の GCT でベースライン調査が行われる。 

1-4. TEVTA と 13 校の GCT で研修ニーズ調査を行う。 

1-5. 13 校の GCT の機械学科の開発計画案が作成される。 

1-6. 作業部会の分析によって計画が見直される。 

2-1. 研修ニーズ調査に基づきカリキュラムがレビューされる。 

2-2. NAVTTC 認証と同等であることを認証するために改訂カリュキュラムを IBCC/CCDTE に提 

案する。 

2-3. シラバス（講義概要）、試験問題、教育・学習教材が改定される。 

3-1. GCT FSD 校機械学科の保有機材の一覧表が作成される。 

3-2. カリキュラムに基づき GCT FSD 校の調達機材が選定される。 

3-3. GCT FSD 校に機材が調達され据え付けされる。 

3-4. モデル校（2 校）以外の 11 校の GCT における機材の調達計画を作成する。 

3-5. 13 校の GCT の保有機材の維持管理システムが構築・改善される。 
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4-1. 11 校の GCT の教官を対象とする ToT 計画が策定される。 

4-2. GCT RR 校と FSD 校でマスタートレーナーの研修が行われる。 

4-3. 13 校の GCT における改訂カリキュラムの実施が支援される。 

4-4. 研修の質に関するモニタリング評価システムが構築される。 

5-1. 作業部会において産学連携の戦略と実施プロセスの合意が得られる。 

5-2. 州、県、13 校の GCT で適切な予算措置のもと就職支援室サービスが改善する。 

5-3. 機械学科の生徒卒業数のデータベースが定期的に更新される。 

5-4. TEVTA、産業界、GCT 機械学科で構成されるセクター別作業部会が産業集積地毎にグルー

プ化された GCT に構築される。 

5-5. GCT RR 校によって行われた産学連携活動が見直される。  

5-6. 上述 5-5 の見直しとセクター別作業部会の決定に基づき、産業界と GCT 機械学科の共同

活動が行われる。 

5-7. 各種メディアを通じてGCT機械学科の教育内容とGCT FSD校の機材の更新が広報される。 

 

 PDM 変更 

なお、本プロジェクトにおいて PDM はバージョン 1 からバージョン 4 まで更新された（添

付資料:1-1, 1-2, 1-3 , 1-4)。 主な変更点と変更理由は、以下のとおりである。 

 

表 1-2 PDM バージョン 1 からバージョン 2 への主な変更点 

項目 改訂前 改訂後 改訂理由

期間
2015年XXX月から2019年
XXX月（4年間）

2016年2月から2020年1月（4年間）
プロジェクト期間が確定したため明記

した。

成果1 joint task force working group 既存のGCTの組織名称へ変更したた

め。

「GCT RRとGCT FSDがそれぞれ16名以上

のマスタートレーナーを有すること」を明

記した。

指標として、策定したマスタートレー

ニング計画に従い明記した。

前提条件に、「GCT RRとGCT FSDの電力

事情が改善されること」を明記した。

実際にGCTの研修棟の配電状況が研修

成果の妨げとなることがわかったため

追加した。

成果4

各科目のマスタートレー

ナーの数を増加する。

（目標値はプロジェクト

開始後6ヶ月以内に決定

する）

 
 
上記のように、プロジェクト実施開始によって判明した既存の情報やリスクを反映し、

また、策定した活動計画に準じた指標を設定するため、PDM を変更した。 

 

表 1-3 PDM バージョン 2 からバージョン 3 への主な変更点 

項目 改訂前 改訂後 改訂理由

プロジェクト目標

パンジャブ州東部のGCT機械学

科で良質な教育が提供されるた

めの組織体制が強化される。

プロジェクトで導入したアプロー

チを他11GCTsへ導入する。

GCT RRとGCT FSD校の2校のみを協

力の対象としたため。

上位目標指標 修了試験合格率 卒業率
学生を卒業させるのが学校の役割で

あるため。

文言 開発計画 Development Plan 改善計画 Improvement Plan
予算はプロジェクトの範囲外である

ため予算計画を外した。
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プロジェクト目標を、パンジャブ州東部の全 GCT 機械学科の品質強化から、GCT RR 校

と GCT FSD 校の 2 校の改善に変更した理由は、治安悪化によって JPT の全校への訪問が困

難であること、また、機材の調達を GCT FSD 校のみに行うため、まず GCT RR 校と合わせ

て GCT FSD 校の CoE としての品質と機能強化に注力するためである。さらにプロジェクト

では予算については責任を負えないため、予算計画を伴う開発計画から改善計画へと文言

を変更した。 

 

表 1-4 PDM バージョン 3 からバージョン 4 への主な変更点 

項目 改訂前 改訂後 改訂理由

プロジェクト目標指標

GCT RR校とGCT FSD校の工業系ディ

プロマ機械学科がNAVTTCの認証に基

づき、「教授・学習プロセスの効果
性」と「労働市場との連携」のそれぞ
れの項目で80%以上を取る。

GCT RR校とGCT FSD校の工業系ディ

プロマ機械学科の「教授・学習プロセ
スの効果性」と「労働市場との連携」
に関連する指標が、NAVTTCの認証基

準である学科単位と学校単位の80％を

超える。

NAVTTCの承認方針が変更

になったため。

成果5

指標

各Sectorial Working Groupの活動に参加

する企業が増加する。

IMC（Institute Management
Committee）で承認された活動に参加

する企業が増加する。

各GCTに設置されている
IMCを有効に活用した方が

効果的であるため。

成果2

活動

改訂カリキュラムをNAVTTC承認を得

るために提案する。

改定カリキュラムをNAVTTCと同等性

を認証するためにIBCC/CCDTEに提案

する。

NAVTTC承認手続きが未定

のため、IBCC/CCDTEに改

訂カリキュラムの認証を
申 請 す る よ う に し たた
め。

①     TEVTA、企業、機械学科で構成す

るSectorial Working Groupをクラスター

毎のGCTに設置する。

①     企業、機械学科で構成されるIMC

をGCT RR校とGCT FSD校に設置す

る。

②     Sectorial Working Groupの決定に基

づいて企業とDAE機械学科が共同で活

動を実施する。

②     IMCの承認に基づいて企業と機械

学科が共同で活動を実施する。

成果2

活動

最終カリキュラム見直し委員会で
（案）を見直す。

TEVTAのChairperson/COOが（案）を

見直して最終化する。

TEVTA の 組 織 改 編 に 伴

い、最終カリキュラム委
員会が Chairperson/COOに

変更になったため。

成果5

活動

「成果5指標」の改訂理由

と同じ

 

 

 プロジェクト目標指標を変更した理由は、NAVTTC 認証マニュアルの該当箇所が、実質

的な変更はないものの、形式的な変更3があったため、これに対応したためである。（添付資

料 6-1） 

 成果 2 活動を変更した理由は、NAVTTC 部内のカリキュラム審査手続きに変更があり、

NAVTTCと全州のTEVTAがその取り扱いについて協議を継続しているが結論を得られる見

通しが立っていないことから、全州のTEVTAがパキスタン政府（Ministry of Federal Education 

& Professional Training）の了解を得て IBCC/CCDTE に改訂カリキュラムの認証を申請するよ

 
3 NAVTTC 認証が旧方式は学科単位で行われていたが、新方式では学校単位と学科単位に分けて行われる

ようになった。 
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うにしたためである。 

 成果 5 活動を変更した理由は、Sectorial Working Group の構成は複数の GCTs にまたがる

ことから、組織が大きくなりすぎて各 GCT の活動の動きが鈍くなる懸念があり、各 GCT

に設置された委員会である IMC（Institute Management Committee）を活用する方がインター

ンシップや就職相談等、より地域に密着して産学連携活動を効果的に行えることが分った

ためである。 
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 プロジェクトの実施対象地域 

 本プロジェクトが対象とする GCT 校は全 19 校のうち、パンジャブ州東部に位置する、

表 1-5 に挙げる 13 校である4。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-5 本プロジェクト対象校5 

 
4表 1-5 内の 3 番から 13 番までの GCT11 校を「GCT11 校」もしくは「11 校の GCT」と記す。 
5 2018 年 5 月時点で Layya 及び Sargodha は立ち入り禁止地区となっている（JICA パキスタン事務所）。 

 地域 学校名 地域 学校名 

① Lahore GCT RR 校 ⑧ Multan GCT Multan 校 

② Faisalabad GCT FSD 校 ⑨ Nangana Sahib GCT Sangla hill 校 

③ Faisalabad GSTC Faisalabad 校 ⑩ Sahiwal GCT Sahiwal 校 

④ Gujranwala GCT Gujranwala 校 ⑪ Sargodha GCT Sargodha 校 

⑤ Gujrat GCT Gujrat 校 ⑫ Sialkot GCT Sialkot 校 

⑥ Jhelum GCT Jhelum 校 ⑬ Bahawalpur GCT Bahawalpur 校 

⑦ Layyah GCT Layyah 校  

図 1-1 パンジャブ州 プロジェクト対象地域 
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2 活動の内容 

 プロジェクト活動概要 

 本プロジェクトの活動は概ね順調に推移した。その理由としては、前プロジェクトの

主要なカウンターパート（C/P）が TEVTA と GCT RR 校に残っており、その経験と実

績を基に活動支援が受けられたことが挙げられる。さらに前プロジェクトで達成され

た成果への評価が高いことから、パンジャブ州政府の本プロジェクトに対する期待が

高かったことも順調な活動の実施に繋がったと考えられる。 

 

 2016 年 8 月に開催されたマスタートレーニング開会式典で TEVTA 会長（プロジェク

トディレクター）が、JICA が実施する技術協力は機材供与（ハードウェア）だけでな

く教官育成（ソフトウェア）を効果的に結び付けて実施して成果を上げているとのコ

メントがあり、JICA の技術協力支援への評価は、他のドナーに対する期待とは違った

特別なものと認識できた。第 1 次派遣となる JPT の現地入りが 2016 年 2 月末にずれ込

み、スタートが遅くなったにも関わらず、TEVTA 会長の強い要望により、C/P 側の協

力を受けながら前倒しで主要活動のスケジュールを実行することができた。その結果、

2016 年 8 月にプロジェクト開始式典とワークショップを開催し、さらに民間企業 2 社

からマネージャーが参加したことで、プロジェクト活動を民間企業に周知することが

出来た。 

 

 ベースライン調査、TNA、産学連携調査（成果 1、2、5）の 3 つの調査を 13 校校長会

議で各校に向け依頼した。その結果を 2016 年 7 月に集約し、同年 11 月に報告書とし

て取り纏めた。 

 

 新規機材購入（成果 3）に関しては、GCT FSD 校とその他 11 校の GCT の機材導入の

計画概要を 2016 年 5 月に前倒しして立案し、GCT FSD 校に関しては入札の機材仕様

書案を作成した。なお機材調達について、TEVTA 会長から GCT FSD 校とプロジェク

トのスコープ外ではあるがその他 11 校への早急な機材導入の要望があった。また、機

材調達とその費用の一部負担の申し出があった。また、機材選定においては、GCT の

教官が必要性の低い機材は不要と述べるなど、「質の高い教育を提供するための組織体

制の強化」というプロジェクト目標を踏まえた議論を活発に行うことができた。 

 

 プロジェクト開始時にTEVTA会長から可能な限りプロジェクト活動を前倒しして教官

育成を実施して欲しいとの強い要望があり、この要請に応えるため、可能な限り MT

や ToT をトライアル形式で前倒して実施した。その成果を踏まえて本格的に MT や ToT

を実施した。 

 

 産学連携の強化について TEVTA、GCT RR 校、GCT FSD 校での協議を踏まえ活動を本

格的に開始することができた。具体的には後述するが、産学連携の戦略を立て、その
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戦略に沿った活動を展開し、その成果を踏まえて PDCA サイクルによる活動の見直し

を行った。 

 

 カリキュラムの見直しはベースライン調査、TNA、産学連携調査（成果 1、2、5）の 3

つの調査を踏まえて担当専門家が中心となり、MT の時間を活用して教官から意見の集

約を行った。W/G の承認を得て TEVTA カリキュラム委員会で承認を得た。 

 

 改訂カリキュラム実施に必要な実験・実習用の主要機材となる JICA 供与機材は 100%

納入・設置・初期指導を完了した。TEVTA が調達する一部の機材は入札の遅れ等によ

り納入が遅れていたが、これらの機材については GCT RR 校の機材と GCT FSD 校の既

存機器等を活用して MT/ToT を実施し調達の遅れによる影響を与えることなく MT/ToT

を実施した。 

 

 産学連携活動では TEVTA の要請を受けてプロジェクト活動で培ったノウハウを他 11

校へも普及する活動の一環として他 3 校の GCT 校のキャリアデー開催に協力した。 

 

 MT/ToT はプロジェクト後半の開始が 2 か月半ほど遅れたことに伴い実施時期が当初予

定よりも遅れたが TEVTA と各 GCT の協力を得て最終的には計画どおりに実施するこ

とができた。 

 

 最終年となる 2019 年度はプロジェクト終了後に TEVTA が継続的に MT/ToT を実施で

きることを念頭に、MT/ToT の計画から実施までの一連の活動がプロジェクトの支援な

しにできるようになることを目標に実施し、所期目的を達成することができた。 

 

 マスタートレーナーを 35 名（GCT RR 校 18 名、GCT FSD 校 17 名）を養成することが

できた。 

 

 プロジェクト終了後はTEVTA側がプロジェクト活動成果のノウハウを引き継いで他の

GCT11校を含むパンジャブ州内のGCT機械学科強化を継続的に実施できることを主眼

として各種活動を行った。 

 

 2019 年 11 月 28 日に GCT FSD 校でプロジェクト完了式典（Closing Ceremony）を実施

した。日本側から大使館、JICA 事務所、JPT、パキスタン側から TEVTA 会長、商工会

議所、企業関係者等が参列した。併せてマスタートレーナー認定証書の授与式も行っ

た。この式典では、GCT FSD 校に設置された供与機材を活用した実習の様子を披露す

ることができ、プロジェクト活動の成果をマスコミをとおして周知することができた。 

 

本プロジェクトおける各成果の活動詳細については以下に説明をおこなう。各活動の時

期（実績）については添付資料:3 の詳細活動計画書を参照。 
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 プロジェクト前半( 2016 年 2 月から 2018 年 5 月)の活動成果と教訓 

 

成果 1：研修管理サイクルが再検討され、13 校の GCT と共有される。本プロジェクトのア

プローチを導入するための改善計画が策定される。 

 

成果と活動 目標達成への教訓・課題 

活動 1-1 : 2016 年 3 月に TEVTA と GCT の

代表で作業部会（W/G）が設立された。 

 

活動 1-2 : 2016 年 3 月の 13 校校長会議にお

いて TEVTA と各種調査及び研修管理サイク

ル（TMC）に関して合意が得られた。 

 

活動 1-2 : 2017 年 3 月に TMC(案)をマニュ

アル化し、TEVTA より 13 校へ配布された。 

 

活動 1-2 : 2017 年 9 月に GCT RR 及び FSD

両校の校長及び関係者へ TMC(案)の聞き取

り調査を行った。 

 

活動 1-2 : 2017 年 10 月に「TMC マニュアル

（改訂版）」及び「モニタリングチェックシ

ート」を作成した。 

 

活動 1-2 : 2017 年 10 月 31 日に実施された

W/G に「TMC マニュアル（改訂版）」及び

「モニタリングチェックシート」を報告し承

認が得られたので、改めて TEVTA より 13

校へ配布された。 

 

活動 1-3, 1-4 : 2016 年 4 月から TEVTAと 13

校においてベースライン調査及び研修ニー

ズ調査（TNA）並びに産学連携調査が行われ

た。 

 

活動 1-4 : 調査報告書は 2016年 11月 4日の

W/G にて承認された。 

研修の計画から実施、評価及び改善までを一連の

業務として定着させるため、研修管理サイクル

（TMC）は PDCA サイクルを活用した管理方法

を導入している我国の知見を最大限に活用した。 

TMC マニュアルや調査報告書は、表やグラフを

多く用いて製本化し関係者に配布するなど、報告

書の作成方法や広報活動の定着化を図る工夫を

行った。 
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成果 2：対象の GCT 工業系ディプロマ機械学科のカリキュラムが製造業のニーズを満たす

能力を備える。 

 

成果と活動 目標達成への教訓・課題 

活動 2-1 : 2016 年 11 月の W/G において、

TNA 結果の見直しを実施した。 

 

活動2-1 : 工業生産全般に関わる基礎的な知

識が求められていることから ”Industrial 

Planning and Production Method”のカリキ

ュラムを見直し、改訂カリキュラムを 2016

年 11 月に作成した。 

 

活動 2-1 : 2016年 11月に TNAに沿ってカリ

キュラム改訂が必要な他 5 教科を定めた。 

 

活動 2-1 : 2017 年 10 月までに他 5 教科の

カリキュラムが改訂された。 

 

活動2-2 : 2017 年10 月31 日に実施された

W/G により 6 教科（2.4 成果２にかかる活

動参照）の改訂が承認され、TEVTA 機械学

科カリキュラム改訂委員会に提案された。 

 

活動2-3 : 2017年末までに6教科のシラバス

の改訂や教材の作成が計画された。 

カリキュラム改訂や教材作成にあたっては、産業

界が既に導入している新技術への対応が課題と

なっていた。これらについては、教官との学生へ

の指導レベルについての意見交換やテキスト教

材の作成協力により達成された。 

生産現場の視察をとおして、GCT では指導して

いない、または指導レベルが低い技術分野に対す

る産業界のニーズに対応したカリキュラム改訂

が必要であるという教訓を得た。 

 

成果 3：改訂カリキュラムの実施のために、GCT FSD 校の工業系ディプロマ機械学科の設

備が拡充される。 

 

成果と活動 目標達成への教訓・課題 

活動 3-1 : GCT FSD 校機械学科の保有機材

の一覧表を作成した。 

 

活動 3-2 : 改訂カリキュラムに基づき GCT 

FSD 校の訓練機材の調達計画（総額約 1 億

5000 万円）が策定された。JICA 側調達機材

（全体の約 70%）は、LOT-A 実習用機材、

LOT-B 実験用機材として計画した。 

 GCT RR 校では、前プロジェクト時に従事した

教官が、11 校の現有訓練機材の実態調査に参加し

機材策定に協力したことで、迅速かつ効果的に機

材計画ができた。 

一方で、業者との契約後にパ国政府による無税措

置の撤廃と先端機材である CNC 機材の輸入手続

きの遅延問題等で、機材調達業務が予定より 8～

10 カ月遅延した。 
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成果と活動 目標達成への教訓・課題 

TEVTA 側調達機材は、主たる機材の消耗品、

交換部品及び一部一般訓練実習用機材を

TEVT 及び GTC FSD 校で協議し、TEVTA

側の調達機材を、約 4,600 万円：全体額の約

30%）とした。 

2018 年 1 月に JICA 側調達機材の一般競 

争入札が実施された。その結果、JICA 

パキスタン事務所で 2 業者との請負契 

約を締結し、調達業務が開始された。 

 

 

 

TEVTA 側調達機材は、パンジャブ州政府の予算

措置手続きに時間を要し、承認が 12 カ月以上遅

延した。さらに、近年の物価高騰での機材輸入価

格の高騰、また機材仕様の特殊性により、入札会

が成立しない状況が続いた。 

パンジャブ州政府においては、公共事業の機材調

達に係る基準書（Punjab Proqurement 

Rule(PPD)）に沿って各実施機関の PC1 申請が行

われるため、応札図書の審査基準が複雑化してい

ることが機材調達の課題として挙げられる。 

また、13 校の保有機材は、耐用年数を大幅に経

過した機器が設置されており、標準化された保守

管理システムが構築されていない。今後の課題と

して「機材管理マニュアル Equipment 

Management Manual」の共通化が必要である。 

 

成果 4：GCT RR 校と GCT FSD 校の教官が、CoE として改訂カリキュラムに基づく Training 

of Trainers（ToT）が実施できるマスタートレーナーとしての能力を持つ。 

 

成果と活動 目標達成への教訓・課題 

活動 4-1, 4-2, 4-4 : 教官の能力強化のための

MT を、教官の知識や技術のレベル・実技ス

キルや企業現場知識の向上などの産業ニー

ズを踏まえた日本型の技術教育訓練を交え

て推進した。第 1 年次の MT を踏まえプロ

ジェクト全般にわたるトレーニング計画を

設定し、これに基づき MT を展開した。また

ToT については、プログラムの妥当性確認も

兼ねてプロジェクト初年度から行った ToT

支援での結果を踏まえ ToT 全体計画を設定

提案し、第 2 年次より本格的に実施した。 

この結果、MT において専門教科 16 科

目を GCT RR 校で 2 回、GCT FSD 校で 

2 回行った。合わせて延べ 1,116 時間の学科

及び実技訓練に GCT RR 校から教官 30 

名が延べで 531 人、GCT FSD 校から教官 

25 名が延べで 539 人受講した。また ToT で

は両校で合わせて実施し延べ 399 名の教官

いずれのトレーニングにおいても、計画準備段階

および実施の際には C/P の積極的な取り組みに

よりスムーズに進めることができた。特に研修へ

の教官の出席については、夏季研修では休暇中の

参加、秋季研修では学生訓練期間中の参加となり

参加者にとっては出席の調整に多少の困難も予

想されたが、いずれも高い参加率で実施すること

ができた。 
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成果と活動 目標達成への教訓・課題 

が延べ 378 時間にわたり受講した。 

専門教科 16 科目 

1. Workshop Ⅰ (Basic machine shop)  9. Applied Thermodynamics 

2. Health Safety and Environment 10. Industrial Planning & Production Methods 

3. Basic Engineering and Drawing - CAD I 11. Machine Design 

4. Engineering and Drawing Ⅱ 12. Tool and Mold Design 

5. 
Workshop Ⅱ 

 (TIG/MIG, Plasma Cutting) 
13. Material testing and heat treatment 

6. Metallurgy 14. Workshop III (Machines, Tool Grinding) 

7. Metrology 15. CAD / CAM 

8. Hydraulics and Hydraulic Machines 16. CNC Machines 

 

成果 5：産学連携が強化される（カリキュラム改訂への産業界の意見反映、就職セミナー開

催、企業へのインターン受け入れ等）。 

 

成果と活動 目標達成への教訓・課題 

活動 5-1 : 2017 年 9 月 26 日実施の W/G に

おいて「産学連携の戦略と実施プロセス

（“Strategies and Implementation Process 

of Industrial Linkage”）」が承認された。同時

にGCT FSD校における産学連携体制の整備

及び活動の促進、産学連携戦略の立案・承認

が行われた。 

 

活動 5-2 : 2016 年 3 月に GCT RR 校、同年

11月にGSTC FSD校の就職支援室の支援サ

ービス改善に向けた実態調査を行った。 

 

活動 5-5 : 2016 年に GCT RR 校によって行

われたキャリアデーやインターンシップな

どの産学連携活動が見直された。 

 

活動 5-4 : 2017 年 11 月に GCT FSD 校にお

いて IMC を再構築し 4 名の企業家を委員と

して指名し、産学連携活動の報告と活動計画

の承認を得た。 

 

活動 5-5 : 2017 年に GCT FSD 校機械学科で

GCT FSD 校での IMC が休止状態であったため、

新たな委員の任命や定期的会合の実施など産学

連携活動では商工会議所の協力も得ながら IMC

を再結成し活性化を図った。 

TEVTA 通達に沿った就職支援室の設置及び担当

者の配置等が今後の課題である。 
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成果と活動 目標達成への教訓・課題 

企業関係者から 6 回の特別講義が実施され

た。 

 

活動 5-6 : 2017 年 11 月の GCT FSD 校 IMC

において、年間計画の策定が議論され、2018

年 4 月のキャリアデー、プロジェクト展示な

どの共同活動が計画された。 

 

活動 5-7 : 2016 年にプロジェクトの概要を

記載したリーフレットを製作し、W/G や地

元企業、関係機関に配布した。 
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 プロジェクト期間を通じた活動概要 

 成果 1 にかかる活動 

 

活動 1-1：パンジャブ州・職業訓練局（TEVTA）と 13 校の GCT の代表で作業部会（W/G）が

設立される 

 

 実施機関である TEVTA と JPT は、2016 年 3 月 2 日のキックオフ会議（「表 2-34 会議の

実施」参照）で協議し、W/G の設立を決定した。W/G は、プロジェクト進捗に係る活動報

告、および今後の活動内容と実施方法にかかる討議の場としての機能を有する。さらに、

同年 3 月 28 日にはプロジェクトコーディネーターと JPT との実務ベースでの会議において

以下の点が指摘され、GCT RR 校と GCT FSD 校の校長および機械学科長、TEVTA カリキュ

ラム部門、R&D 部門、プロジェクトコーディネーター等計 10 名程度で開催することとした

（「表 2-34 会議の実施」参照）。 

 

 ・13 校の代表者全員が毎回出席することは、時間的・経済的にも困難である。 

 ・CoE としての GCT RR 校及び GCT FSD 両校の方向性を見極めた上で他 11 校へそれら

を波及させることが本プロジェクトの目的である。 

 ・上記の目的達成のためには、2 校の意見と他 11 校の意見に齟齬が生じるのを避ける必

要があり、W/G は TEVTA 及び 2 校の関係者で構成された方が効率的である。 

 ・会議の結果はプロジェクトコーディネーターより逐次 11 校に報告され、また、必要が

あれば全校長会議においてプロジェクトの進捗が報告される。 

 

 W/G のメンバーは、TEVTA の人事異動等により当初メンバーから変更され、下表の

TEVTA 本部職員及び GCT RR 校および GCT FSD 校の校長と機械学科長の計 8 名から構成

されており、本プロジェクト実施時には計 8 回開催された（「表 2-34 会議の実施」参照）。 

 

表 2-1 W/G メンバー一覧 

時期 所属 氏名 役職 

2016 年 
12 月 
時点 

TEVTA 

Mr. Amaer Aziz General Manager (Operation) 

Mr. Hamid Ghani Advisor (Procurement)→ 
General Manager (Academic) 

Mr. Maqsood Ahamad Deputy General Manager (Admin.) 

Ms. Aisha Qazi Deputy General Manager (Corporate Affair) 

Dr. Iftikhar Hussain Director (Research & Development) 

Engr. Aqib Sharif Manager (Establishment), Project Coordinator 

GCT RR 
Engr. Arif Nadeem Principal 

Engr. Muhammad Aqeel Head of Mechanical Department 

GCT FSD 
Engr. Muhammad Ali Principal 

Engr. Noor Asif Head of Mechanical Department 
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時期 所属 氏名 役職 

2017 年 
12 月 
より 

TEVTA 

Mr. Akhtar Abbas 
Bharwana General Manager (Operation) 

Ms. Amber Afzal Chattha Manager (Training) 

Mr. M. Usman Ali District Manager Faisalabad 

Engr. Aqib Sharif Manager (Establishment), Project Coordinator 

GCT RR 
Engr. Tariq Mahmood Principal 

Mr. Muhammad HAFEEZ Head of Mechanical Department 

GCT FSD 

Dr. Syed Iftikhar Hussain 
Shah Principal 

Engr. Noor Asif Head of Mechanical Department 

 

活動 1-2：TEVTA と 13 校の GCT 機械学科の間で研修管理サイクル（TMC）のプロセスに関し

て合意が得られる。 

 

 2016 年 3 月 10 日に行われた 13 校校長会議（「表 2-34 会議の実施」参照）において、

既存の TMC のレビューを行い、そこで本プロジェクトの PDCA サイクルに基づいた TMC

（案）を提示し、それを MT や ToT の管理に応用することを提案し、了承を得た。その旨

を第 1 回 W/G において報告した。了承を得た TMC をマニュアル化し、それを製本印刷物

として 2017 年 4 月末に TEVTA より 13 校へ配布された。その後、13 校からその内容につ

いて改めて同年 9 月に GCT RR、FSD 両校の校長及び関係者へ聞き取り調査を行った。 

聴取された意見に基づき「TMC マニュアル（改訂版）」及び「モニタリングチェックシー

ト」を作成した（添付資料 6-2 参照）。これらについては、2017 年 10 月 31 日に実施され

た W/G にて報告し承認が得られたので、改めて TEVTA より 13 校へ配布された。 

 

活動 1-3：13 校の GCT でベースライン調査が行われる 

 

 2016 年 3 月 10 日に 13 校校長会議において（「表 2-34 会議の実施」参照）GCT13 校を

対象とするベースライン調査の方法について検討し、各校で調査を実施することを決定し

た。 

 ベースライン調査とデータ分析は、2016 年 7 月まで GCT13 校において実施し、2016 年

11 月 4 日の第 3 回 W/G において、下表のような調査結果を報告して承認を得た。調査結果

は添付資料：6-3-1 の通り。 

 

表 2-2 ベースライン調査における調査方法と結果及び考察概要 

調査名 調査対象 調査期間 調査方法 報告・承認 

 
ベースライ

ン調査 
 

GCT13 校及び同

13校に所属する機

械学科教官 196 名 

2016 年 
3 月～ 4 月 

GCT13 校及び機械

学科教官へのアン

ケート調査 

 
2016 年 11 月 4 日
の第 3 回 W/G 
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主な調査結果及び考察 
 GCT の規模の差が大きい（予算規模は 14 百万 PKR から 218 百万 PKR

まで） 
 50 歳を超える教官の割合が 41％を占める。（定年は 60 歳）また、経験年

数 5 年以下の教官の割合が 33％である。したがって、技術の継承やプロ

ジェクトの成果の継承が課題となる。 
 教官の数値制御機（NC）など新しい技術に関する知識の自己評価値が低

い。 

 

活動 1-4：TEVTA と 13 校の GCT で研修ニーズ調査（TNA）を行う 

 

 13 校校長会議で調査方法を説明し、JPT が地方へ赴くことが安全上困難なことから各校

でベースライン調査と同様に GCT13 校を対象とする TNA 調査を開始した。また、TNA の

集計手順や調査結果は、W/G からの承認を得た（「表 2-34 会議の実施」参照）。調査結果は

添付資料：6-3-2 のとおり。 

 

表 2-3 TNA 方法と結果概要 

調査名 調査対象 調査期間 調査方法 報告・承認 

TNA 

GCT13 校周辺の企業

202 社6 
2016 年 
3 月～4 月 

GCT13 校周辺の企業 
202 社へのアンケー

ト調査7 

2016年11 月4 日
の第 3 回 W/G 

主な調査結果及び考察 
・従業員 100 名を超える企業が 25％ 
・業種は自動車関連 17％、その他機械関連 30％、繊維 19％、食品 17％ 
・NC 旋盤を保有する企業が 202 社中 59 社あった。NC ワイヤーカット機を持つ

企業は 1 社 
・GCT 卒業生が就職している企業は 118 社（58％） 
・GCT からのインターンを受け入れる意志があると答えた企業が 78％8 

 

2016 年 11 月 7 日には、GCT FSD 校において企業約 10 社を招いて TNA 結果についての

オープンディスカッション形式のセミナーを実施した。参加企業からは、「カリキュラムの

準備のために企業の意見を聞くことは有用である」「現状のカリキュラムは、産業界の要望

どおりすでに実践中心となっている。いたずらに大きく変更することによって混乱をきた

すことは望まない」「産学連携は重要であり、FSD 商工会議所は GCT FSD 校及び JPT によ

る産学連携拡大の努力に最大限の支援をする」という意見があった。 

 
6 GCT 周辺の企業に教官が出向いてアンケートへの回答を依頼し、記入してもらう、あるいは聞いた内容を

教官が記入して実施した。202 社は回答を得た企業の数であり、依頼したが回答を断られた企業の数は

把握していない。 
7 GCT の教官が企業に記入依頼し、回収を行った調査を実施することによって、GCT と企業との繋がりが深

まるという産学連携に係る副次的効果が期待される。なお、GCT からアンケートを依頼できる企業が回

答した結果であるから、GCT に関して好意的な企業に偏っている可能性は高い。 
8 この 78％という数値は、TEVTA や GCT の実感をはるかに上回る。その理由は以下のとおりである。第一

に、抽象的にインターンの受け入れ可否を聞いたアンケートの回答に Yes と答える企業でも具体的に日

程を決めてインターンの受け入れを要請された場合では、受け入れができない場合がある。第二に前述

のとおり、GCT に好意的な企業が回答の中心となっている。 
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活動 1-5：13 校 GCT の機械学科の改善計画案が作成される。 

 

機械学科改善計画は、プロジェクトのノウハウをパンジャブ州東部の GCT に普及させる

ものである。本プロジェクトで実施された活動やその延長線上で GCT 独自で実施可能であ

ると JPT が判断した課題を基に 2019 年 2 月に改善計画書の骨子が完成した。改善計画書の

改善の項目は表 2-4 のとおりである。また、改善計画書では、各 JPT がこれらの項目に該当

する課題ごとに改善提案できるよう表 2-5 に示す書式が定められた。 

 

表 2-4 改善の項目 

改善の項目 

(1) 産業動向や教育訓練ニーズ調査・分析の改善 

(2) カリキュラム改訂の改善 

(3) 教育訓練の準備に関する改善 

(4) 教育訓練実施に関する改善 

(5) 教育訓練の評価に関する改善 

(6) 指導法に関する改善 

(7) 指導員研修計画に関する改善 

(8) 機材管理に関する改善 

(9) 施設設備に関する改善 

(10) 教育施設環境に関する改善 

(11) 産学連携に関する改善 

(12) 就職支援に関る改善 

(13) 学生管理に関する改善 

(14) 卒業生管理に関する改善 

(15) その他の改善 

 

表 2-5 改善提案書 

改善項目名：                               

改善の題目：                               

GCT プロジェクトは上記の題目について、以下の改善提案を行う。 

■現 状   

■問題点（問題の核心）  

■改善提案の具体的内容  

■必要経費・時間  

■期待できる効果  

■実施にあたっての留意点  

■参考にできる資料  
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JPT が作成した改善提案は、計画の骨子に沿って改善計画書（案：和文）としてまとめら

れた。さらに、改善計画書（案：英文）についても正確性を期すために JPT により技術用

語の精査が行われた後に、この改善計画書（案：和文及び英文）は 2019 年 4 月に完成され

た。 

さらに、2019 年 5 月には、これについての意見を聞くため TEVTA から GCT13 校へ改善

計画書（案：英文）が送付された。 

 

活動 1-6：作業部会の分析によってパンジャブ州東部における他の GCT 校の改善計画が見直

される。 

 

改善計画（案）は、2019 年 7 月 9 日に開催された W/G において JPT および 13 校からの

意見と共に提示され、討議を経て承認された。特に 13 校からは施設・機材の充実や教官の

技術向上及び就職支援員の配置等が提案されている。また、W/G での意見としては、産学

連携の継続と強化やこの改善計画の実施に向けた取り組みなどが提案されている。 

これらにより GCT RR 校及び GCT FSD 校を対象にプロジェクトで作成された改善計画

(案)は、パンジャブ州東部における他の GCT 校にも適用されるよう見直された。 

改善計画（W/G 承認済み：英文）は添付資料:6-4 である。 

 成果 2 にかかる活動 

 

活動 2-1：研修ニーズ調査に基づきカリキュラムがレビューされ、改訂される 

 

本プロジェクトでは、表 2-6 に示す 6 教科のカリュキュラムが研修ニーズ調査に基づき見

直され、改訂された。また、2017 年 10 月 31 日に実施された W/G により 6 教科の改訂が

承認され、TEVTA 機械学科カリキュラム改訂委員会に提案された。 

TEVTA 機械学科カリキュラム改訂委員会は、2018 年 11 月 16 日、30 日、12 月 14 日、28

日、2019 年 1 月 18 日に開催され、JPT 側が提示した 6 教科の改訂カリキュラム案が見直さ

された。その結果、これら 6 教科のカリキュラムは適切であると判断され、TEVTA 会長/COO

の承認を待つこととなったが、最終的に 2019 年 3 月 27 日、COO 名で承認された。改訂さ

れたカリキュラムは添付資料:6-5 である。 
 

表 2-6 カリキュラム改訂の教科 

カリキュラム改訂の教科 

1. Health Safety & Environment 

2. Applied Thermodynamics 

3. Machine Design 

4. Hydraulics and Hydraulic Machine 

5. Materials Testing and Heat Treatment 

6. Industrial planning and Production Methods 
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活動 2-2：NAVTTC 承認と同等であることを認証するために改訂カリキュラムを IBCC/CCDTE 

に提案する 

 

 TEVTA において承認された 6 教科の改訂カリキュラムは、州政府によって設立された

IBCC (Inter Board Committee of Chairman)/CCDTE (Committee of Chairman and Directors of 

Technical Education) に提案され、2019 年 9 月 25 日の第 55 回 CCDTE 会議（添付資料：6-6

を参照）にて認証された。 

 

活動 2-3：講義概要、教育・学習教材が改訂される 

 

本プロジェクトにおいて産業界からの訓練ニーズ調査結果に基づき 6 教科のカリキュラ

ムが改訂された。これらの改訂に伴う講義概要(シラバス)や教材の改訂計画は、表 2-7 のと

おりである。 

講義概要(シラバス)や教材の改訂については、2019 年 2 月から 3 月及び 11 月に行われた

MT において担当専門家と参加した教官とで討議された。 

その結果、特に教材については、TEVTA 側の意見も取り入れ、6 教科全てでテキストや

スライド等の作成を行うこととした。 

 

表 2-7 講義概要や教材の改訂計画 

Revised Curriculum  Syllabus Textbooks Slides 

1. Health Safety & Environment To be revised 
To be 

developed 
Developed 

2. Applied Thermodynamics To be revised 
To be 

developed  

To be 

developed  

3. Machine Design To be revised 
To be 

developed  

To be 

developed 

4. Hydraulics and Hydraulic Machine To be revised 
To be 

developed  

To be 

developed   

5. Materials Testing and Heat 

Treatment 
To be revised 

To be 

developed  

To be 

developed 

6. Industrial planning and Production 

Methods 
To be revised Developed Developed 

 
 2019 年 11 月までにこれらすべてのシラバスと教科書及びスライドの教材が改訂された。

その結果を表 2-8 に示す。 
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表 2-8 講義概要や教材の改訂結果 

Revised Curriculum Syllabus Textbook Slide 

1. Health Safety & Environment Revised Developed  Developed  

2. Applied Thermodynamics Revised Developed Developed 

3. Machine Design Revised Developed  Developed 

4. Hydraulics and Hydraulic Machine Revised Developed  Developed 

5. Materials Testing and Heat 

Treatment 
Revised Developed  Developed  

6. Industrial planning and Production 

Methods 
Revised Developed  Developed  

 

なお、改訂シラバスは添付資料 6-7 に示す。また、各教科の改訂または新たに作成され

たテキストとスライドは次のとおりである。シラバス及び教材の承認に関しては、本プロ

ジェクトの範囲外であるが2019 年11月に実施した ToT において参加者に対しセミナーを

開催し周知された。 

 

表 2-9 各教科のテキストとスライド教材 

Revised Curriculum Textbook Slide 

1. Health Safety & Environment 

‣Handling and storage of 

flammable materials 

‣5S Guidebook Step by 

step implementation 

‣Slide for Establishing 

“Sustainably Healthy 

and Safe workplace”   

2. Applied Thermodynamics 

‣Practice note  

thermodynamics 

compressor  

‣Slide for Applied 

Thermodynamics 

presentation 

3. Machine Design 
‣Sub text of Machine 

design 

‣Slide for Sub text - 

Machine design  

4. Hydraulics and Hydraulic Machine 

‣Practice note for 

Hydraulics and hydraulic 

machine 

‣Slide for Hydraulics 

and Hydraulic 

Machines 

5. Materials Testing and Heat 

Treatment 

‣Job Sheet for Materials 

Testing and Heat 

Treatment 

‣Slide for Materials 

Testing and Heat 

Treatment 

6. Industrial planning and Production 

Methods 

‣Industrial Planing  

Production Method Text 

‣Slide for Industrial 

planning & production 

method  
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 成果 3 にかかる活動  

 

活動 3-1：GCT FSD 校機械学科の保有機材一覧表が作成される 

 

本プロジェクトでは、GCT FSD 校における MT 及び ToT に必要な機材選定のため、JPT、

TEVTA、GCT RR 校、GCT FSD 校の 4 者が協議し、JICA パキスタン事務所の同意を得なが

ら作業を行った。GCT FSD 校の現有機材の現状は、定期的に機材更新はなされず設置後 30

年以上経過した実習用機械が多く散見された。本プロジェクトで先端技術を MT 及び ToT

で指導するために必要な機材として共通性のある機材仕様、必要調達台数、調達方法を検

討し、JICA パキスタン事務所に対し調達機材の提案を行った。 

その結果、実習棟に設置される実習のための機械類（LOT-A）と試験・分析室に設置さ

れる試験・分析用機器（LOT-B）に分けて提案した。JICA 事務所が実施した入札結果は以

下の通りとなった。 

表 2-10 調達機材と担当業者リスト 

区分 主な機材分類 調達業者 

LOT-A 
CNC機材等の高度精密機材及び汎用

機材を含む実習用機材 
Binary Engineering 

LOT-B PC 機材を含む汎用実験・分析機器 
Technology Links (PVT) 

Ltd. 

 

 一方、TEVTA 側の負担する機材は、JPT が提案した新規調達機材リストに基づき、JICA

調達分と TEVTA 調達分をパキスタン側と協議した結果、その負担金額を約 4 千万ルピーと

することで合意した。 

 

活動 3-2：カリキュラムに基づき GCT FSD 校の調達機材が選定される 

 

本プロジェクトで調達する機材の選定条件は概ね以下の通りとした。 

 

 1) 訓練指導環境に適合した機材モデル、台数、機材仕様 

 2) 運用できる教官が在職し、さらに機材管理者が整備と補修可能 

 3) 他ドナーからの重複がなく、貿易管理令に抵触しない機材 

 

調達機材の選定に当たっては、TEVTA 側との協議内容を JICA パキスタン事務所に適宜

報告し、指示と同意を得ながら進めた。 

具体的には、第 1 年次は現地企業向けの機材調達の入札図書類の作成を現地作業と国内

作業で実施し、その成果は 2016 年 12 月上旬までに JICA パキスタン事務所に提出した。 
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2016 年 12 月 12 日の公示内容を基に、2017 年 1 月に JICA パキスタン事務所が業者選定

のための入札会を実施し、その後 JPT は、入札結果報告の分析、応札価格、仕様内容を精

査し、JICA 事務所に評価報告を行った。 

 

 

JICA 側調達分は納入と据え付けが完了した。納入後 1 年間の瑕疵担保保証期間の終了後

は TEVTA 及び GCT FSD 校側で自ら維持管理も実施し、その維持管理も JPT が支援した（添

付資料 5-2 の調達機材リスト参照）。 

TEVTA 側調達分は、2017 年 10 月に JICA 側が提供した機材計画の機材内容、機材仕様と

調達数量審査が行われた後に、予算手続きが開始された。一方、内部の人事異動が重なり

手続きの処理に 6 カ月程度の時間要した。 

2018年1月にTEVTA調達機材の第 1回入札会が実施され、7パッケージに分割された内、

No3.パッケージ（Hydraulic Lab 機材）は応札業者との契約に至った。その後に実施された

第 2 回入札会で、残りの 6 パッケージすべてが契約締結に至らず、第 3 回入札会において

No.2 パッケージ（Heat Engine Lab 機材）が応札業者との契約に至った。2019 年 9 月第 4 回

の入札会が実施されたが、No.1 パッケージは価格が折り合わずに契約する企業はなかった。

原因として国内の物価が急激に高騰しており、TEVTA が提示した価格では調達不可能とい

う企業が多くを占めた。このため、2020 年 3 月に公示予定の第 5 回入札会では、改めて単

価見直を実施し、Metal Shop 関係機材と CNC 関係機材に関しては、仕様変更（標準仕様に

スペックダウン）を TEVTA と GCT 間で協議を行うように提言をおこなった。 

 

表 2-11 TEVTA 調達機材公示実施日 

 公示日 開札 

第 1 回 2018 年 1 月 5 日 2018 年 1 月 23 日 

第 2 回 2018 年 10 月 5 日 2018 年 10 月 26 日 

第 3 回 2019 年 2 月 17 日 2019 年 3 月 12 日 

第 4 回 2019 年 8 月 11 日 2019 年 9 月 3 日 

第 5 回 2020 年 3 月(予定)   2020 年 3 月（予定） 

表 2-12 TEVTA 調達機材入札状況詳細 

 

活動 3-3：GCT FSD 校に機材が調達され据え付けられる 
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 TEVTA 側の今後の調達計画では、未調達部分の 1.Advance Machin shop, 4.Material Testing 

Lab, 5.Material Shop & CNC Lab, 6.Metrology Lab and 7.Welding & Foundry Shop の 5 パッケー

ジは2020年3月に再度新聞公示を実施し、2020年3月中旬に入札会を開催するとしている。

その後、技術審査及び価格審査を行い、選定された調達業者と契約交渉開始し、3 月末には

調達業契約を実施する調達計画を明らかにしている。ただし、この予定では採択された調

達業者は 3 月から調達準備に入る為に、早くても GCT FSD 校への機材納入は 2020 年 6 月

から 7 月頃になると予想される。計画に沿って確実に機材の調達、導入が行われるよう、

調達の進捗状況について TEVTA から JICA に 3 か月ごとに報告することとした。 

 

活動 3-4：モデル校（2 校）以外の 11 校の GCT（in other GCTs）における機材の調達計画

を策定する 

 

 機材調達計画（案）は、2018 年 10 月に作業を開始、2019 年 2 月完了した。2019 年 4 月

に JICA に成果品として提出した (添付資料: 6-9 各校の機材リスト参照) 。 

機材調達計画(案)作成に当たっては、JPT の安全対策上で現地調査が困難な地域もあり、

TEVTA と協働で 2018 年 10 月に機材計画策定委員会を GCT RR 校内に設置し作業を実施し

た。この機材調達計画は、11 校の現地機材の状況と訓練内容、地域産業のニーズを考慮し

改訂カリキュラムに沿って、実習訓練が行えることを前提条件とした。また、各校の運営

状況を勘案した機材種類と台数、学生数、地元産業ニーズに見合った機材調達計画とした。 

 

活動 3-5：13 校の GCT の保有機材の維持管理システムが構築される 

 

 2016 年 6 月及び 2017 年 10 月に GCT RR 校及び GCT FSD 校で有する機材管理システム

の運用状況と管理状況の実態調査を確認した。 

その結果、各学科の機材管理台帳（図 2-1 参照）は、長年使用した手書きの台帳であり、

年 1 回の棚卸作業は機材運用の状態確認をするのではなく、交換部品の補充や耐用年数が

過ぎて部品供給が不可能になった機材の廃棄処分に係る追加予算要請に重点が置かれてい

た。また、故障の経緯、部品交換の内容、その後の管理経緯をどのように管理しているの

かが不明であった。 

 

現有機材管理台帳は、 

 ①主要訓練機材管理台帳（Permanent Equipment Inventory） 

 ②消耗品調達管理台帳（Consumable Equipment Inventory） 

の 2 種類であり、実質的には、校内の中央倉庫管理者が一元管理をしており円滑に機能し

ていない状況であった。  
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（出所：GCT FSD 校機材管理担当より） 

図 2-1 既存の機材管理台帳 

 

そのため、GCT FSD 校の機材管理責任者を中心に機材管理体制システム構築の為、機材

管理マニュアル作成委員会（以下、マニュアル作成委員会）を立ち上げた。マニュアル作

成委員会は 2018 年 12 月から合計 6 回に亘って、新規機材の維持管理に対する体制、検査、

保守・修理に関する現状と今後の対策を検討した。既存の管理体制とシステム、GCT RR 校

の機材マニュアルを参考にした。 

また、JPT、TEVTA 等の検収を終えて、2019 年 9 月には JICA 本部に、中間報告の成果品

として、機材管理マニュアル（案）を提出した。2019 年 11 月にはマニュアルを最終化（添

付資料 6-10）し、2020 年 1 月 27 日に GCT FSD 校にてマニュアル説明会を実施した。 

 

なお、本機材管理マニュアルは 2 編で構成され、 
 

1）第 1 編は機材管理方法、 

2）第 2 編は付属資料 

・新規機材リスト 

・機材仕様書 

・カタログ 

・地元アフターサービス業者リスト 

・主要機材（Advance Machine Shop の機材定期点検事例）等で構成されている。 

 

 本マニュアルでは、GCT 側によるプロジェクト終了後の持続的な管理を推進するために、

日常点検、定期点検、棚卸時の 3 種類の点検を明記し、各点検は機材管理者、専門技術者
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が点検表で実施することを文章化している。特に精密工作機械は、アウトソーシングサー

ビスを提案し、故障の低減や人身事故防止を謳っている。 
 

表 2-13 機材管理マニュアル作成委員会活動概要 

年月 活動内容 

2018 年 12 月 

第 1 回会議 

GCT FSD 校に既存の機材管理マニュアルの有無と GCT 中央倉庫における管

理台帳の内容確認 

機材管理マニュアル作成委員会の設立 

2019 年 1 月 

第 2 回会議 

機材管理マニュアル作成の作業工程を協議した 

各科目の新規機材仕様・カタログ・取扱説明書の確認のためのチェックリス

トを作成 

2019 年 2 月 

第 3 回会議 

機材管理マニュアル（案）構成内容討議 

① マニュアル案に対する各科の意見と提案集約 

② JPT の助言集約 

2019 年 8 月 

第 4 回会議 

機材管理マニュアルの構成検討 

① 第 1 編は管理方針と方法 

② 第 2 編は機材リスト、仕様書、カタログ、サービス企業情報、大型

機材点検方法例で構成する。 

2019 年 9 月 JICA 本部の中間報告書としてマニュアル（案）を提出 

2019 年 10 月 

第 5 回会議 

第 1 編を JPT 及び GCT RR の機材関係者に配布して内容の確認 

  ① 配布後の説明会開催日程の調整を行う。 

2019 年 11 月 

第 6 回会議 

機材管理マニュアル最終版の承認 

  ① 印刷・製本部数の確認 

  ② 12 月中旬に GCT RR 及び GCT FSD 両校の教官へ説明会開催提案 

2020 年 1 月 1 月 27 日機材管理マニュアル説明会を実施 

 

 成果 4 にかかる活動 

 

活動 4-1：11 校の GCT の教官を対象とする ToT 計画が策定される 

 

教官の能力強化のための研修では教育訓練する側の質がまず前提であり、このためのマ

スタートレーナー養成が肝要である。初年度から MT を開始し、ベースライン調査で得ら

れた教官の能力状況、産業界からの研修ニーズ、1 年次のトレーニングを通じて得られた教

官からの意見を踏まえ MT 全体計画案をプロジェクトとして提案し、2017 年 7 月 28 日開催

の W/G で討議し合意を得た。その概要は次の通りである。 
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表 2-14 マスタートレーニング全体計画概要 

目的 
GCT RR 校と GCT FSD 校が先進的モデル校の役割として他の GCT の教官に

ToT を実施できる能力を持つ。 

時期 
第 1 年次（先行として）、第 2 年次、第 3 年次、第 4 年次にそれぞれ 8 月の 4

週間及び 10 月前後の 6 週間に実施した。 

対象 
両校校長の提案により、人材能力及び育成計画に基づき選定された GCT FSD

校の教官約 20 名及び GCT RR 校の教官約 26 名 

科目など 16 科目を各時期の約 270 時間に渡り、JPT が指導した。 

内容 

・改訂カリキュラムに定められた知識と技術  

・科目の知識と技術の産業界での応用について  

・教授法の要点と考え方 

・ToT について 

・プロジェクト終了後の次世代マスタートレーナー育成について  

評価/ 認定 

・各時期でトレーニングの結果について達成状況などを評価する。 

・プロジェクト終了時点で JPT がマスタートレーナーとしての認定を提案しプ

ロジェクト会議で判定する。 

実施場所 GCT FSD 校及び GCT RR 校 

 

マスタートレーナーによる 11 校教官の ToT は、当初の計画に対し早い時期の第 1 年次か

らの開始が TEVTA 側から要請され、第 1 年次では先行として実施した。この結果も踏まえ

ToT の全体計画を次のとおり立案し、2017 年 7 月 28 日開催の W/G で討議し合意を得た。 

 

表 2-15 ToT 全体計画 

目的 MT の成果を活用して 11 校教官の能力を強化する。 

時期 
第 1 年次（先行として）、第 2 年次、第 3 年次、第 4 年次にそれぞれ 8 月及び

10 月前後にマスタートレーニングに続く形で実施する。 

対象 11 校機械科教官すべて 

内容 

開催校のマスタートレーナーにより 16 科目が指導される。各科目は第 2 年次か

らの 3 年間・6 回のプログラムの中で交互に 3 回実施され各回で 30 時間の教育

訓練を行う。 

担当など 

科目を担当する一名のマスタートレーナーが ToT 教育訓練を実施するが、JPT 

はこれを計画段階及び実施段階で支援する。 

これは現行の GCT トレーニングマネジメントサイクルに準拠して遂行される。 

実施場所 GCT RR 校及び GCT FSD 校 

 

 また、MT・ToT 計画の全体フローについては下図に示すとおりである。 
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図 2-2 ToT 計画の全体フロー 

 

プロジェクト前半では MT/ToT について全体計画を設定し、これに従ってトレーニングを

実施した。前半完了時点で、トレーニングを進めた結果についての振り返りを行い後半開

始後ではこれを踏まえてトレーニング計画の見直しを行った。これに基づき MT/ToT を進め

ている。主な検討事項は表 2-16 及び 表 2-17 の通りである。 

第 4 年次では振り返りを更に進め、プロジェクトの最終年度にあたり今までのトレーニ

ング活動の成果を集約する訓練とし、CoE 両校の教官が各人でそれぞれの課題を取り上げ

て計画・準備し、11 校教官への ToT で模範授業の形で成果を展示した。この内容は表 2-18

の通りである。 

 

表 2-16 マスタートレーニングにおける改善点 

場所 機材導入を行った GCT FSD 校を主体とする 

時期 

夏季休暇により教官が学生訓練の任務の無い夏季、及び卒業試験など

の学校行事が無く教官の参加調整が可能な秋季を中心に年間 2 回の設

定とする 

主な訓練テーマ 

・新規導入機材の活用習熟 

・対象機材すべてをカバーする 

・要処置事項があれば明確化する 

・従来からの懸案課題 

・産業での応用の観点に係る課題 

産業連携 
地場大手企業による特別講義及び地場大手企業工場見学と現場人材意

見交換などを極力推進する 

 

表 2-17 ToT での取り入れ事項 

場所 GCT FSD 校を主体とし、MT と合わせる 

科目 
・過去からの経緯を踏まえ実績の少ない科目を中心に選定 

・機材導入のあった科目では教官の習熟度合いで取捨選択する 

対処項目 前の期間 後の期間

日本人専門家によるMTの育成

ToT実施科目の選定

Master Trainerの指導レベルの確認

使用する機材状態の確認

ToTカリキュラムの作成(日程計画等)

教材等の準備

専門家によるToTのための追加指導(必要に応じて)

ToT参加者の決定(TEVTAより13校へ通知)

MTによるToTの実施

プロジェクトによるToTモニタリング

ToT内容の改善

ToT実施期間MT実施期間
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講師 ToT 実施校でのその科目の中心教官を講師とする 

時期 極力マスタートレーニングに近接させ、JPT の立ち合いを可能とする 

開催告知 
各 GCT あてに TEVTA 招集通知が発信されるが、その時期と内容に

ついて TEVTA に働きかける 

参加者の把握 TEVTA 招集通知で出席回答を求め事前に把握を進める 

注意点 
プロジェクト以降でのトレーニング継続の観点から、計画及び実施の

とりまとめの役割を GCT に徐々に移管していく 

 

表 2-18 第 4 年次 トレーニング計画 

1.考え方 

・ 4 年間プロジェクトの最終年度にあたり今までのトレーニング活動の成果を集約する 

・ 過去 3 年間の JPT による訓練を踏まえ、 GCT RR 校と GCT FSD 校の教官が各人でそ

れぞれの課題を取り上げて訓練詳細を計画・準備し、資料作成・リハーサルの上で 11

校教官への ToT で模範授業の形で成果を発表する 

・ 教官 1 名ごとに一つのテーマを取り上げる 

・ JPT はこのすべての過程で教官の指導ガイドを行う 

・ 取り上げる課題はそれぞれの科目で、機材を使った実技訓練など重点的に行ってきたも

のを中心に設定する 

・ トレーニングを 3 段階に分ける 

第 1 回  計画段階 ・・取り上げる訓練テーマの設定、内容骨子の確定 

第 2 回  準備段階 ・・訓練テーマのための筋書き、教材作成、リハーサル 

第 3 回  発表段階 ・・ToT の場でテーマの模範授業を行う   

・ トレーニングの実施場所は教官の所属する GCT とする   

・ 第 3 回では修了式・認定証授与を GCT FSD 校で行う  

計画段階 

・ 実施時期  2019 年 6 月   

・ 実施場所  GCT RR 校、FSD 校（両校） 各 2.5 日間 

・ 実施内容  全体説明会 （両校でそれぞれ実施）2 時間 

各科目教官と専門家の準備指導、教官毎の計画書作成   3 時間 

・ 成果    教官個人ごと作成訓練計画書 

2．第 2 回 準備段階 

・ 実施時期  2019 年 7 月～ 8 月  

・ 実施場所  GCT RR 校、FSD 校（両校）  

・ 実施内容  教官への資料作成指導及びリハーサル、科目毎 2 日間 

・ 成果    訓練詳細ノート及び訓練教材資料 

・ ToT    上記とは別内容で ToT を両校に振り分けて実施する 
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3．第 3 回 発表段階 

・ 実施時期  2019 年 11 月  

・ 実施場所  GCT RR 校、FSD 校（両校）    

・ 実施内容  科目毎に教官による模範 ToT を実施   各科目約 6 時間     

・ 成果    模範 ToT によるマスタートレーニング成果の確認と 11 校への発表 

 

活動 4-2：GCT RR 校と GCT FSD 校でマスタートレーナーの研修が行われる 

 

第 1 年次では先行として、第 2、3，4 年次では前項に示したプロジェクトでの計画に基

づいて MT を実施した。概要は次の通り（添付資料：6-11 参照）。 

 

表 2-19 マスタートレーニング実施結果概要 

回 時期 実施場所 
トレー

ニング

時間 

出席者 
GCT FSD

校 
延べ人数 

出席者 
GCT RR

校 
延べ人

数 

特別プログラム 

第
1
回 

2016 年 
8 月 1 日 

～ 
8 月 19 日 

GCT RR 
279  
時間 

310 人 222 人 

・コミュニュケーションとプレ

ゼンの技術 
・JICA プロジェクトについて 
・日本の TVET について 
・日本の優良企業 
・製造現場での人材について日

本の事例 
・職業訓練での CAD の進め方 

第
2
回 

2016 年 
11 月 2 日 

～ 
12月24日 

GCT 
FSD  
及び 

GCT RR 

295 
 時間 

23 人 89 人 

・パワーポイントを使った教材

の作り方 
・JICA プロジェクトについて 
・日本の TVET について 
・産学連携について 

第
3
回 

2017 年 
7 月 26 日 

～ 
8 月 25 日 

GCT RR 
263 

 時間 
176 人 139 人 

・GCT と産業のつながり - 卒
業生から 

・カリキュラム開発について 
・日系企業 アトラスホンダ訪

問 
・討議：日系企業訪問から学ぶ

こと 

第
4
回 

2017 年 
9 月 26 日 

～ 
11月17日 

GCT 
FSD 主

体 

279 
 時間 

22 人 89 人 

・企業における安全衛生と環境 
・日本の製造業でのカイゼン事

例 
・現地ポンプ製造企業訪問 
・討議：GCT は企業にどのよう

に貢献できるか 
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回 時期 実施場所 
トレー

ニング

時間 

出席者 
GCT FSD

校 
延べ人数 

出席者 
GCT RR

校 
延べ人

数 

特別プログラム 

第
5
回 

2018 年 
9 月 25 日 

～ 
11月23日 

主に
GCT 
FSD 

225  
時間 

102 人 21 人 ・On syllabus and lesson plan 

第
6
回 

2019 年 
2 月 6 日 

～ 
3 月 23 日 

主に
GCT 
FSD 

307 
時間 

80 人 15 人 
・6 sigma introduction 
・On Basics of production control 

第
7
回 

2019 年 
6 月 13 日 

～ 
6 月 21 日 

GCT RR
及び
GCT 
FSD 

82 
時間 

18 人 23 人 ・モデル ToT のテーマの選定 

第
8
回 

2019 年 
7 月 22 日 

～ 
9 月 6 日 

GCT RR
及び
GCT 
FSD 

340 
時間 

18 人 18 人 ・モデル ToT の準備と確認 

第
9
回 

2019 年 
11 月 4 日 

～ 
11月28日 

GCT RR
及び
GCT 
FSD 

144 
時間 

18 人 18 人 ・モデル ToT の実施 

 

また、MTに引き続くかたちで、第 2年次からは全体計画に従ってToTの支援を実施した。

概要は次の通り。（詳細は添付資料：6-11 を参照。） 

 

表 2-20 ToT 実施結果概要 

回 時期 実施場所 
トレー

ニング

時間 

出席者 
11GCT 

主な実施科目 

第
1
回 

2016 年 
8 月 1 日 

～ 
8 月 19 日 

GCT RR 
24 
時間 

20 人 

・CAD/CAM 

・CNC Machines (Machining Center, Turning 

Center, Wire Cut) 

第
2
回 

2016 年 
11 月 2 日 

～ 
12月24日 

GCT RR
及び
GCT 
FSD 

42 
時間 

21 人 
・CAD Ⅰ, Ⅱ(Auto CAD)Material 

・Testing and Heat Treatment 
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回 時期 実施場所 
トレー

ニング

時間 

出席者 
11GCT 

主な実施科目 

第
3
回 

2017 年 
7 月 26 日 

～ 
8 月 25 日 

GCT RR 
210 
時間 

85 人 

・Workshop Ⅰ (Basic machine shop) 

・Health Safety and Environment 

・Workshop Ⅱ (TIG/MIG, Plasma Cutting) 

・Metallurgy 

・Hydraulics and Hydraulic Machines 

・Industrial Planning and Production  

・Method 

・Machine Design 

・Tool and Mould Design 

・Material Testing and Heat Treatment 

・Workshop Ⅲ (Machines, Tool Grinding) 

第
4
回 

2017 年 
9 月 26 日 

～ 
11月17日 

GCT 
FSD 

102 
時間 

20 人 

・7 Workshop Ⅱ (TIG/MIG, Plasma Cutting) 

・Metallurgy 

・Metrology 

・Applied Thermodynamics 

・Industrial Planning and Production  

・Method 

・Material Testing and Heat Treatment 

・CAD/CAM 

第
5
回 

2018 年 
9 月 25 日 

～ 
11月23日 

GCT RR 
42 時
間 

16 人 

・Health Safety and Environment 
・Basic  Engineering and Drawing - CAD Ⅰ 

・Engineering and Drawing Ⅱ 

第
6
回 

2019 年 
2 月 6 日 

～ 
3 月 23 日 

GCT 
FSD 

159 
時間 

46 人 

・Engineering and Drawing Ⅱ 
・Workshop Ⅱ (TIG/MIG, Plasma Cutting) 
・Hydraulics and Hydraulic Machines 
・Applied Thermodynamics 
・Industrial Planning and Production Method 
・Machine Design 
・Workshop Ⅲ (Machines, Tool Grinding) 
・Tool and Mold Design 

第
7
回 

2019 年 
7 月 22 日 

～ 
9 月 6 日 

GCT RR 
及び 
GCT 
FSD 

55 
時間 

51 人 

・Applied Thermodynamics   
・Machine design   
・CNC Machines   
・Health Safety and Environment     
・Workshop Ⅰ (Basic machine shop) 

第
8
回 

2019 年 
11 月 4 日 

～ 
11月28日 

GCT RR 
及び 
GCT 
FSD 

144 
時間 

233 人 ・両地区でそれぞれ全科目 
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プロジェクト期間中の MT/ToT 出席率が高く、また期間中に実施した MT に際し、JPT が

行った評価において評価点平均値が一定のレベルに達し習得能力が高いと認められた教官

合計 35 名（GCT RR 校：18 名、GCT FSD 校：17 名）に対し、マスタートレーナーの認定

証（添付資料 6-12 参照）をプロジェクト及び TEVTA の連名で授与した。 

 

活動 4-3：13 校の GCTs における改訂カリキュラムの実施が支援される 

 

 改訂されたカリキュラムの理解を進め、学生訓練導入がスムーズに行われるよう 13 校教

官に対し ToT 実施と併せて説明会を実施した。 

 

 説明指導の内容 

 

・ 改訂の趣旨と背景について説明した。 

・ 改訂の内容カリキュラムを配布し説明した。 

    また、改訂内容にかかわる副教材がある場合はこれも配布説明した。 

 

質疑では、カリキュラム実施で予想される点として機材の不足が強く訴えられた。また、

産業機械の進化や産学連携の進展などにより改訂後でもさらに追加改訂の必要が見込まれ

るとの意見も多く、カリキュラムに基づく学生訓練を遂行する中での軸などの適正化など

が主なものであった。また訓練内容見直し項目では一例としてガソリンエンジンにかかわ

る訓練で、現在の発火点テスターに代えて点火装置実習機による実習が望ましいとの意見

が聞かれた。プロジェクト後に、トレーニングマネジメントサイクルに従い議論を続ける

ようアドバイスを行った。 

科目ごとの実施時期と場所は以下のとおり。 

 

表 2-21 科目ごとの実施時期と場所 

科目 時期 場所 

Health Safety and Environment 2019 年  8 月 GCT FSD 

Hydraulics and Hydraulic Machines 2019 年 11 月 GCT FSD 

Applied Thermodynamics   2019 年 11 月 GCT RR 

Industrial Planning and Production Methods  2019 年 11 月 GCT FSD 

Mech.343 Machine Design  2019 年  8 月 GCT FSD 

Mech.362 Material Testing & Heat Treatment 2019 年 11 月 GCT FSD 

 

活動 4-4：研修の質に関するモニタリング評価システムが構築される 

 

 ToT の質の向上のための、研修モニタリング手法とその仕組みを構築し運用した。この手

法と仕組みは以下の通りである。 
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 ・ToT 実施の際に科目毎にモニタリング者数名を指名し、指名された教官等は ToT に立 

  会い、モニタリングチェックシート(図 2-3)を用いて訓練の状況のモニター・記録。 

 ・訓練終了後に訓練講師とモニタリング者が集まり、モニタリング結果について意見集 

  約。 

 ・集約の視点は次のとおり。  

 訓練テーマ選定、資料準備、指導方法、指導内容、時間設定などで、 

  a- よかった点  

  b- 不足だった点 

  c- 次回での対応 

  ・意見集約結果は次の訓練計画に反映 

 

 

図 2-3 ToT モニタリングチェックシート（例） 

 

 また、訓練参加者の視点からのフィードバックを得ることも並行して進めた。フィード

バックシートを設定して、科目ごとに訓練終了時に参加者が記入することで参加者の意見

を集約した。 

これらの結果、次の情報を入手することができた。 

  ToT モニタリングシート                                   ・・ 16 件 

  マスタートレーニング受講者フィードバック                 ・・205 件 

ToT 受講者フィードバック                 ・・346 件 

 この仕組みを活用して JPT、マスタートレーナーや受講者からの意見を集約しており、上

記活動 4-1 において記載した振り返りにも取り入れているほか、トレーニング運営上での

会場設営や時間設定などの改善に反映させてきた。この他全般的な傾向として次のような

意見を多く入手した。 
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-  参加者は一様に MT 及び ToT の有用性を認識している。 

-  教官は実技訓練を更に重ねる必要がある。 

-  今後もカリキュラムを改訂し有効で使いやすいものにしていく必要がある。 

-  機材が不足している中で実技訓練を行うことの難しさ。 

-  参加者は TEVTA から支給される出張経費の精算で苦労している。 

 

 このうち機材が不足している中での実技訓練については、ToT を継続し 11 校教官が機材

を扱う実技に精通することで学生に対する机上訓練をわかりやすくすることをアドバイス

した。また、出張経費の精算については、予算設定欠落による支給困難とならないよう取

扱いの核となる TEVTA 訓練課に対し訓練プログラムごとに早期に計画説明を直接行うなど

プロジェクトとして働きかけ、改善に向かいつつあることが確認できた。 

 

 成果 5 にかかる活動 

 

活動 5-1：作業部会において産学連携の戦略と実施プロセスの合意が得られる 

 

 ベースライン調査、TNA 調査と同様に、2016 年 3 月 10 日の 13 校校長会議において、産

学連携の実態調査の方法を検討し実施プロセスを決定した。 
 

表 2-22 産学連携調査の方法と結果の概要 

調査名 調査対象 調査期間 調査方法 報告・承認 

 
 
 

 
GCT13 校周辺

の企業 202 社 
 

2016 年 
3 月～ 
4 月 

GCT13 校周辺の企業 202
社へのアンケート調査9
（GCT の教官が企業に記

入依頼し回収した） 

2016 年 11 月 4 日

の第 3 回 W/G 

産学連携 
   調査 

主な調査結果及び考察 

 

 企業は、若い準技術者（Associate Engineer）に関しては態度（discipline）
を重視しており、GCT の卒業生の態度を高く評価している。 

 企業は、GCT の卒業生に対して、実技能力が不足していると感じ、GCT
に対しては実習の充実を求めている。 

 実技に関しては、基礎的な技術と最新の技術の両方が求められている。 

 

 2016年 7月までに 13校の GCT に対するデータ収集と分析を実施し、その分析結果を 2016

年 11 月 4 日の第 3 回 W/G において説明し承認を得た後、TEVTA・JPT 間で戦略を策定した。 

 また、2017 年 9 月 26 日実施の第 5 回 W/G が「産学連携の戦略と実施プロセス（”Strategies 

and Implementation Process of Industrial Linkage”）」（添付資料：6-13）を承認し、同年 9 月に

 
9 この調査を実施することによって、GCT と企業との繋がりが深まるという産学連携に係る副次的効果が

期待される。なお、GCT からアンケートを依頼できる企業が回答した結果であるから、GCT に関して好

意的な意見を持つ企業に偏っている可能性は否定できない。 
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は、GCT FSD 校における産学連携体制の整備及び活動の促進、産学連携戦略の立案・承認

が行われた。 

 

活動 5-2：州、県、13 校の GCT で適切な予算措置のもと就職支援サービスを改善する 

  

 就職支援の状況に関して、TEVTA の就職支援課、IMC10及び GCT RR 校及び FSD 校の就

職支援担当者（IPO）/同副担当者（AIPO）11と協議し、以下のとおり現状や課題を把握した。 

 

- 現状 – 

(1) 進路指導・相談体制 

 GCT RR 校に関しては IPO1 名が配置されており、2019 年 1 月に専任の AIPO が任命さ

れた。就職支援室（JPO）12は前回の JICA「技術教育改善プロジェクト（2014-16）」時

に設置された。 

 GCT FSD 校については、IPO が 1 名、AIPO が 8 名配置されており、2018 年 12 月に JPO

が設立された。 

 JPO の活動内容は、進路相談、CV の書き方指導、データベースのインプット及び更新

作業、キャリアデーの企画や実施、インターン先の確保、就職先の新規開拓等、多岐

にわたる。 

 地域就職支援オフィサー（DPO）13は、管轄内の GCT やその他の教育機関を定期的に

訪問し、各校から情報を収集し、IPO への指導を行っている。また、周辺企業を訪問し、

GCT の宣伝や企業からの要望を聴取する役割も担っている。 

 

(2) 支援機材 

 GCT RR 校の JPO には、前回の JICA プロジェクトで供与されたパソコン等の備品が完

備されている。 

 

 

 
10 学校運営委員会（Institute Management Committee: IMC）: GCT 側と周辺企業の代表者が不定期に会議を

開催し、学校運営や産学連携に関して協議をする委員会。ただし、2019 年 7 月に TEVTA から IMC を学校

諮問委員会（Institute Advisory Committee: IAC）に改名する旨の通達がパンジャブ州内の GCT に出された。

なお、本報告書においては、IMC を便宜上使用する。 

11 就職支援担当教官（Institute Placement Officer: IPO）/ 同副担当教官（Assistant Institute Placement Officer: 

AIPO）: 共に各 GCT において教官が校長より指名され、学生や卒業生の就職支援をサポートする。AIPO

は学科毎に選出される。 

12 就職支援室（Job Placement Office: JPO）: 各GCT内に設置される予定の就職支援活動に特化した事務所。

IPO または AIPO が常駐している。 

13 地域就職支援オフィサー(District Placement Officer: DPO): DPO は TEVTA より派遣され、担当の District

内の GCT やその他の TEVTA 教育機関の就職支援を統括する。 
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(3) 産学連携 

 両校共に IMC の会合は必要に応じて不定期に開催され、キャリアデーやインターンシ

ップなどに企業側がどう協力していくのか協議されている。 

 両校共、IMC を通じて地元の商工会議所とも関係を深めている。キャリアデーや特別

講義などの就職支援のイベントには商工会議所から代表者が参加している。 

なお、JPT は、両校の IPO 及び AIPO に対し、限られた時間で効率的に就職支援サービス

を実施するため、役割分担の明確化、業務の分担及び共有、そしてスケジュール管理など

を指導し、面談台帳等の書類を作成した。産学連携に関しては、ラホール及びファイサラ

バード両市の商工会議所を両校 IPO と共に訪問し、GCT の活動に対する地元企業からの協

力を要請した。この際、前項の産学連携調査において構築された GCT 教官と企業担当者と

のコネクションを利用することができた。また、特にこれまで両校とは関係のなかった企

業については、JPT から連絡を取り、両校と地元の産業界との繋がりが拡大できた。 

 

- 課題 – 

 IPO 及び AIPO（GCT FSD 校のみ）は教官としての業務があり、JPO の業務を兼任する

ことにより時間的に負荷が掛かっている。 

 JPO に関する予算が不足しており、例えば IPO が企業訪問する場合、交通費や日当は

至急されない。また、卒業生の現状調査の際にも、個人の携帯電話を使用しているケ

ースもあり、金銭的な負担も大きい。 

 

 本プロジェクト開始後、GCT RR 校では、IPO をサポートする専任の AIPO が雇用され、

GCT FSD 校では JPO が設立され、IPO と 8 名の AIPO が任命され、両校とも予算措置も含

めて産学連携活動の促進に高い優先順位を置いていることは確認できる。しかし、上記の

とおり、IPO 及び AIPO の待遇に関しては改善の余地がある。IPO 及び AIPO の時間的負荷

に関しては、業務をメンバー間で効率的に共有することと、将来的には IPO を専任にする

ことが考えられる。JPO に対する予算不足に関しては、然程大きな金額が必要な訳ではない

ので、両校校長の裁量による予算増額で対応できる範囲である。 

 また、両校における JPO の利用者数を表 2-23 及び 2-24 に、利用率14の変遷を図 2-3 に記

す。なお、GCT FSD 校の JPO が 2019 年 1 月より本格的に始動したため、同年 2 月より記録

を開始した。 

 

  

 
14 利用率：利用者数/機械学科 3 学年総数（GCT RR 校：384 人、GCT FSD 校 186 人）。なお、利用者数は

延べ人数でカウントする。したがって、一人の学生が月に何度も JPO を利用することもあり、利用率が 100%

を越えることも有り得る。 
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表 2-23 GCT RR 校における JPO の利用者数 

Mechanical Auto & Diesel Architecture HVACR BS Technology

2月 22 7 0 0 0 29

3月 238 0 0 15 4 257

4月 241 0 0 0 1 242

5月 118 0 0 0 0 118

6月 110 40 0 1 0 151

7月 295 0 0 0 2 297

8月 347 3 0 0 0 350

9月 201 25 0 38 0 264

10月 798 3 0 1 6 808

11月 29 368 0 140 2 539

12月 214 204 0 70 2 490

合計 2613 650 0 265 17 3545

学科
月 計

 

（出所：GCT RR 校） 

 

表 2-24 GCT FSD 校における JPO の利用者数 

Mechanical Auto & Farm Civil Electrical Food Instrument Textile BS Technology

2月 26 20 18 21 11 23 22 16 157

3月 23 11 15 17 22 17 26 16 147

4月 24 17 17 19 23 17 23 17 157

5月 44 34 37 38 34 30 33 27 277

6月 23 18 18 24 18 18 27 17 163

7月 25 26 22 24 29 28 32 21 207

8月 40 27 23 24 21 21 23 23 202

9月 41 27 30 25 22 21 25 23 214

10月 45 33 37 34 29 31 28 22 259

11月 47 33 30 32 28 35 31 31 267

12月 54 40 42 50 45 40 40 36 347

合計 392 286 289 308 282 281 310 249 2397

学科
月 計

 

（出所：GCT FSD 校） 
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(出所：GCT RR 及び FSD 校) 

図 2-3 GCT RR 及び FSD 両校における JPO 利用率の変遷（2019 年 2 月～12 月） 

 

 GCT RR 校においては、機械学科の学生の利用者数は、試験期間中以外は概ね増加してい

る。特に就職活動期間が始まる 10 月には、利用率が 100%を超えた。GCT FSD 校に関して

も、JPO 発足直後は校内での JPO の知名度が低く、JPO の利用率は 14%程度であったが、

その後、校内での広報活動により 25％まで伸びている。ただし、GCT FSD 校の場合は、学

生達がこれまでのように IPO や AIPO と携帯電話を通じて直接指導を受けることが多い。 

 

活動 5-3：機械学科の生徒/卒業生のデータベースが定期的に更新される 

 

 GCT RR 校及び FSD 両校において、TEVTA Online Web Portal15の活用状況と学生及び卒業

生のデータ入力状況を以下のとおり確認した。なお、JPT としては、本プロジェクト開始後

直ぐに、両校 IPO が Online Web Portal のデータ更新を定期的に行っていることが確認でき

たため、更新状況をモニタリングすることにより更新作業の継続を促した。 

 

 TEVTA Online Web Portal は TEVTA や GCT において、学生及び卒業生（卒業後、1 年

以内）の動向を把握するデータとして頻繁に活用されている。 

 IPO は半年に一度、データの更新作業を行っている。 

 DPO がデータ更新時に情報の確認作業を行っている。 

 

 
15 TEVTA Online Web Portal: TEVTA が運営する学生や卒業生のデータベース。各個人のコンタクト先、成

績、卒業の可否、就職先、進学先等の個人情報が入力されており、各個人の現状が分かる。データ入力は

IPO が行い、基本的には TEVTA と GCT 関係者のみがアクセスできる。 

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

RR校 6% 62% 63% 31% 29% 77% 90% 52% 207% 8% 56%

FSD校 14% 12% 13% 24% 12% 13% 22% 22% 24% 25% 29%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

RR校 FSD校
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また、何らかの理由により学生側から進路先の回答が得られず、“Untraceable（追跡不可

能）”に分類されている卒業生の情報（図 2-4 参照）を減らすため、IPO は更新時に積極的

に卒業生に連絡を取っている。しかし、卒業生の携帯電話の番号が変わっていることも多

く連絡が取れない場合もあり、その対応策として、卒業時に家族の電話番号を聞くなど、

本人以外のコンタクト先を把握するようにしている。 

 

 (出所：TEVTA) 

図 2-4 TEVTA Online Web Portal 内のデータベース（一部抜粋） 

 

本プロジェクト期間中に、TEVTA Online Web Portal において、GCT RR 及び FSD 校がイ

ンプットしたデータ数を表 2-25 と 2-26 示す。ただし、2019 年(*)のデータについては、本

報告書作成時（2019 年 12 月）においては、卒業が確定したばかりで就職先が決定している

学生は少なく、追跡調査も開始されていないため暫定的なものである。 

 

表 2-25 TEVTA Online Web Portal 内の就職関連データ数（GCT RR 校） 

卒業年度
卒業試験
合格者

就職済
進学

（大学等）
自営業 不明 求職中

2016 267 120 112 6 9 20

2017 302 105 110 7 26 54

2018 286 104 101 5 10 66

2019* 265 39 94 2 32 98

合計 1120 368 417 20 77 238   

(出所：GCT RR 校) 

 

Untraceable = 追跡不可能 
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表 2-26 TEVTA Online Web Portal内の就職関連データ数（GCT FSD校） 

卒業年度
卒業試験
合格者

就職済
進学

（大学等）
自営業 不明 求職中

2016 70 49 18 0 0 3

2017 126 91 32 3 0 0

2018 120 89 25 2 0 4

2019* 99 9 16 1 0 73

合計 415 238 91 6 0 80
 

(出所：GCT FSD 校) 

 

活動 5-4：TEVTA、産業界、GCT 機械学科で構成されるセクター別作業部会が産業集積地毎

にグループ化された GCT に構築される 

 

1 年次には、3 校の GCT に、TEVTA、産業界と GCT 管理職員で構成される Board of 

Management（BOM）と称する組織が存在することが明らかとなった。 

産業集積地は各県毎に存在することから、BOM はセクター別作業部会（SWG）にあたる

ものと考えられるとの TEVTA の見解を受けた。すなわち、BOM は厳密にいえば機械学科

だけの委員会ではないが、機械学科だけのセクター別作業部会なる組織を別に作ることは

非効率的であると考えられ、こうした考え方を整理して W/G で承認された。 

「産学連携の戦略と実施プロセス」において、各 GCT に設置されている学校経営委員会

（Institute Management Committee; IMC）をセクター別作業部会として位置づけた。GCT RR

校を除いて IMC は休眠状態であったところ、FSD 校において再構築し 4 名の企業家を委員

として指名した。2017 年 11 月 1 日に、GCT FSD 校において初めての IMC を開催し、産学

連携活動報告を行い、活動計画の承認を行った。 

 

活動 5-5：GCT RR 校によって行われた産学連携活動がレビューされる 

 

「産学連携の戦略と実施プロセス」を議論した W/G において GCT RR 校における産学連

携活動の産学連携戦略との整合性を再確認した。 

GCT RR 校においては、前プロジェクトの指導を経て、年間活動計画のもと、以下の共同

活動が実施され産学連携レポートとして、年次報告（添付資料：6—14）もされている。 

 

(1) キャリアデーの共同活動 

(2) インターンシップ事業支援 

(3) スキルコンペティションの共同開催 

(4) プロジェクト展示会 

(5) 特別講義 
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2018 年 12 月の活動では、TEVTA の就職支援課、GCT RR 校の IPO と TEVTA が運営する

学生・卒業生と企業のマッチングサイトである SLMIS16の活用状況の聴取りを行った。この

SLMIS は在学中の 3 年生が主に就職活動の企業情報を得ることができ、Web 上で募集する

企業と応募する学生間で就職相談ができるサイトである。一方で、TEVTA と GCT は下記の

課題（表 2-27）があることを認識しており、改善方法を模索している。 

 

表 2-27 TEVTA Web-Site SLMIS の活用状況 

聴取り先 聴取り結果 

GCT RR 校 

・学生は個人のパソコン等の情報入手手段が無いために 3 年生は 50% 

 程度しかこの企業情報を利用していない。 

・IPO は学生と進路指導相談する時間が限定されている。 

TEVTA 就職支援課 

・5000 社の企業情報が提供されているが、学生が SLMIS の利用方法を 

 理解していない。17 

・利用率向上の為には各 GCT で SLMIS の利用方法を広める必要がある。 

・IPO と学生が直接 SLMIS の情報を確認し、相談しながら就職活動を 

 行う取り組みを期待している。 

 

TEVTA 就職支援課は、上記の活用状況を改善するために 2019 年度から 3 年生の授業時

間（1 時間程度）を活用し、SLMIS の利用方法を指導し、全 GCT には就職支援室を活用し

て、IPO が就労支援相談を活動として徹底させ、また、IPO に対してはドイツ国際協力公社

(GIZ)からの支援活動として、①Career Counseling Course（2days）、②Technical Training 

(Pedagogy) Courses（2 days）、③Accessorily Training Course（3 days）の計 1 週間の研修計画

を実施中である。18 

 

活動 5-6：活動 5-5 のレビューとセクター別作業部会の決定に基づき、産業界と GCT 機械学

科の共同活動が行われる 

 

 GCT RR 校の活動状況を参考に、GCT FSD 校は IMC で年間の産学連携活動計画（添付資

料：6-15 参照）を作成し、第 2 回 IMC で承認された。本活動計画に基づき、GCT FSD 校は

キャリアデー19、スキルコンペティション、企業から講師を招聘する特別講義、プロジェク

 
16 SLMIS: Skilled Labour Market Information System 
17 2018 年 11 月：TEVTA 就職支援課からの情報 
18 TEVTA JICA project Coordinator Engr.Aqib より 
19 キャリアデーは、集団就職相談会として、地元企業と就職希望学生が一堂に会するイベントで TEVTA

側、GCT 側も熱心に準備作業から実施まで全職員が動員されて実施する。GCT FSD 校で実施したキャリア

デー（2018 年 4 月）を通して 40 名の学生が企業に採用（OJT を含む）された（添付資料 6-16 キャリアデ

ーレポート参照）。 
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ト展示会、そしてインターンシップ等を計画し、JPT はこれを支援した。また上記の活動を

通じて両校と地元企業、商工会議所等との関係強化を JPT は支援した。 

表 2-28 及び 2-29 にそれらの産学連携の活動数、活動に協力した企業数、また、活動に参加

した学生数を記す。 



 

 

 

 

表 2-28 GCT RR 校における産学連携の活動数・関連した企業数及び参加学生数 

 

活動数
参加企業

数
参加学生

数
活動数

参加企業
数

参加学生
数

活動数
参加企業

数
参加学生

数
活動数

参加企業
数

参加学生
数

1 キャリアデー 1 11 250 1 18 350 1 13 280 1 26 -
2 スキルコンペティション 2 - 72 2 - 72 2 - 72 2 - 72
3 特別講義 3 3 250 4 4 300 3 3 350 2 2 350
4 プロジェクト展示 1 - 300 1 - 400 1 - 400
5 インターンシップ 1 36 185 1 35 202 1 65 797 1 90 725
6 他の活動 - - - - - - 1 1 50 3 3 150

(詳細)

1 キャリアデー

2 スキルコンペティション

3 特別講義

4 プロジェクト展示

5 インターンシップ

6 他の活動 - -

Industrial Visits of Students:
1) 3rd year students (50) visited 
QadBros Engineering workshop on 
19-12-2018

Industrial Visits of Students:
1) 1st year students (50) visited 
Infinity Engineering workshop on 10-
01-2019
2) 3rd year students (50) visited 
IKAN Engineering workshop on 21-
02-2019
3) 3rd year students (50) visited 
QADCAST Pvt. Ltd. workshop on 
06-03-2019

Project Exhibition Held on : 30-03-
2016
Total Projects: 05
Students: 300-350

Project Exhibition Held on : 02-03-
2017
Total Projects: 05
Students: 350-400

Project Exhibition Held on : 28-04-
2018
Total Projects: 16
Students: 350-400

1) For 2-Weeks Period
(18-07-16 to 30-07-16) : 
Industries 36, Students 185/431

1) For 2-Weeks Period
(10-07-17 to 22-07-17) : 
Industries 35, Students 202/384

1) For 2-Months Period
(03-07-18 to 01-09-18) : 
Major Industries 65, 
Students 797(1st Year: 319/438, 
2nd Year: 272/391, 3rd Year: 
206/390)

1) For 2-Months Period
(02-07-19 to 31-08-19) : 
Major Industries 90, 
Students 725(1st Year: 326/447, 
2nd Year: 319/399, 3rd Year: N/A)

AUTOCAD SKILL 
COMPETITION:
Held on : 22-02-2016
2nd Year Students: 36
CAD/CAM SKILL 
COMPETITON:

AUTOCAD SKILL 
COMPETITION:
Held on : 09-03-2017
2nd Year Students: 36
CAD/CAM SKILL 
COMPETITON:

AUTOCAD SKILL 
COMPETITION:
Held on : 17-03-2018
2nd Year Students: 36
CAD/CAM SKILL 
COMPETITON:

AUTOCAD SKILL 
COMPETITION:
Held on : 02-03-2019
2nd Year Students: 36
CAD/CAM SKILL 
COMPETITON:

1) Guest Speaker: Mr. Dr. Aqeel 
Inam
from University of Punjab
TOPIC: Heat Treatment Process , 
Held on: 08-03-16
Students: 250
2) Guest Speaker: Mr. Imran Zahid 
from Safety First Training and 
Consultancy
TOPIC: Saftey Awareness , 
Held on: 04-04-16
Students: 250
3) Guest Speaker: Mr. Zahid Saifi 
from AJR Metal Fabricators
TOPIC: Application of CNC 
Machines in Industry , Held on: 08-
12-16
Students: 250

1) Guest Speaker: Mr. Zahid Saifi 
from AJR Metal Fabricators
TOPIC: Importance of CNC 
Machining in Industry , Held on: 18-
02-17
Students: 300
2) Guest Speaker: Mr. Abdul 
Hameed 
from Stanley Industries
TOPIC: Modern Techniques in 
Machining , Held on: 04-04-17
Students: 300
3) Guest Speaker: Mr. M. Ali 
Mansoor
from Pakistan Atomic Energy 
Comission
TOPIC: Power of Self Belief , 
Held on: 21-10-17
Students: 300
4) Guest Speaker: Mr. M. Kashif 
Safety Specialist
TOPIC: Health Safety and 
Environment , Held on: 07-12-17
Students: 300

1) Guest Speaker: Mr. Fawad 
Uppal from Uppal Engineering 
Company 
TOPIC: Entrepreneurship & 
Industrial Management , 
Held on: 12-12-18
Students: 350
2) Guest Speaker: Mr. Abdul 
Hameed 
from Stanley Industries
TOPIC: Advance Manufacturing 
Process , Held on: 03-05-18
Students: 350
3) Guest Speaker: Mr. Malood 
Ahmed Shahid from Metal Forming 
Pvt. Ltd.
TOPIC: Scope of Fabrication in 
Mechanical Engineering , 
Held on: 14-02-18
Students: 350

1) Guest Speaker: Mr. Faizan from 
IKAN Engineering Services Pvt. 
Ltd. 
TOPIC: Occupational Health & 
Safety Practices , Held on: 15-01-19
Students: 350
2) Guest Speaker: M. Ilyas from Hi-
Tek 
TOPIC: How to get good job in 
Indusrty , Held on: 03-04-19
Students: 350

1) Held on 25th April 2016 :
Industries 11, Students 250

1) Held on 27th April 2017 : 
Industries 18, Students 300
Graduates 50

1) Held on 13th September 2018 : 
Industries 13, Students 250, 
Graduates 30

1) Held on 26th September 2018 : 
Industries 26, Students 250, 
Graduates 30

2016 2017 2018 2019

 

(出所：GCT RR 校から提出された資料より JPT が編集した) 
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表 2-29 GCT FSD 校における産学連携の活動数、関連した企業数及び参加学生数 

 

活動数 参加企業数 参加学生数 活動数 参加企業数 参加学生数 活動数 参加企業数 参加学生数 活動数 参加企業数 参加学生数

1 キャリアデー - - - - - - 2 78 400 - - -
2 スキルコンペティション - - - - - - 1 2 200 - - -
3 特別講義 - - - - - - 5 4 660 4 3 540
4 プロジェクト展示 - - - - - - 1 1 300 1 12 60
5 インターンシップ - - - - - - 1 20 125 1 25 130
6 他の活動 - - - - - - 3 3 165 2 2 100

(詳細)

1 キャリアデー

2 スキルコンペティション

3 特別講義

4 プロジェクト展示

5 インターンシップ

6 他の活動

Other Activity / Study Tour:
Industrial Visits of Students:
1) 3rd Year students (60) visited MISTEQUAY International, Faisalabad on 2nd week of
March, 2018.
2) 3rd year students (60) visited Chenab Engineering and Foundries Faisalabad on 2nd week
of April, 2018.
3) 3rd year students (45) 2nd shift visited FESCO, Canal Road, Faisalabad in 3rd week of
April, 2018.

Other Activity / Study Tour:
Industrial Visits of Students:
1) 3rd Year students (50) visited strong man medical
products  Faisalabad on 11-03-2019
2)  3rd year students (50) visited Chenab Engg and
Foundries Faisalabad on 08-04-2019.

Exhibition:
Project Exhibition Held on : 31-10-2018
Participated Industry: Chenab Engg. & Foundries.
Total Projects: 08
Students: 200-300

Exhibition:
Project Exhibition Held on : 05-04-2019
Participated Industry: 12 Industries at Expo Centre
Lahore
Total Projects: 08
Students: 60

Internship / OJT:
1) July / August 2018 :
Major Industries 20,
Students 3rd Years: 60
Students 2nd Year: 35
Students 1st Year: 30

Internship / OJT:
1) July / August 2019 :
Major Industries 25,
Students 3rd Year: 56
Students 2nd Years: 41
Students 1st Year: 33

AUTOCAD SKILL COMPETITION:
No. of Induistries: 02
- CHENAB ENGG AND FOUNDRIES (Pvt.) Ltd.
- HARMAIN FAB AND DESIGN ENGG
No. of Students: 200

AUTOCAD SKILL COMPETITION:
To be scheduled.

Guest Lectures:
1) Guest Speaker:  MR.ABDUL GHAFOOR     DIRECTOR WASA
TOPIC: IMPORTANCE OF TECHNICAL EDUCATION SPECIALLY MECHANICAL IN
THE INDUSTRY
Held on: SEP 17,2018
Students: 120
2) Guest Speaker: MR.RANA .M.MASOOD
RETIRED PRINCIPAL (Director City Star, Faisalabad)
TOPIC: IMPORTANCE OF ADVANCE TECHNOLOGIES IN THE INDUSTRY
Held on: OCT 1,2018
Students: 200
3) Guest Speaker: MR.ABDUL RAUF
HOD Mechanical GCT (Abdullah Enterprises Ltd. Faisalabad)
TOPIC: PBTE EXAMINATION RULES AND REGULATIONS (FOR STUDENTS),
Held on: OCT 4,2018
Students: 120
4) MR.WASEEM ABASS
AWS Fabrications, Lahore (PRESENTATION TO THIRD YEAR STUDENTS)
TOPIC: PUMPS, BOILER AND HUDRAULIC
Held On: OCT 29,2018
students: 100
5) MR. ABDUL RAUF
TOPIC: HOW WE IMPROVE OUR ENGLISH AND MATH
Held On: NOV 08,2018
students:  120

Guest Lectures:
1) Guest Speaker: MR.WASEEM ABASS from AWS
FABRICATIONS LAHORE
TOPIC: IMPORTANCE OF TECHNICAL SUBJETCS
IN THE FIELD OF WELDING AND PIPING,
Held on: OCT 29,2019
Students: 200
2) Guest Speaker: MR. SYED HAIDER ALI GCT
GRADUATE
TOPIC: HOW WE CAN GET ADMISSION IN
UNIVERSITIES FOR HIGHER STUDIES,
Held on: NOV 7,2019
Students: 120
3) Guest Speaker: MR. ZOHAIB MIRZA from
CHENAB ENGG AND FOUNDRIES (Pvt.) Ltd.
TOPIC: WHAT IS QUALITY ASSURANCE AND
STANDARDS,
Held on: NOV 22,2019
Students: 120
4) MR. ABDUR REHMAN
CEO, HARMAIN FAB  AND DESIGN ENGG
Held on:   DEC 4, 2019
students :100

Career Day:
1) Held on 26 April 2018 :
Industries Mechanical 33,
Students 150, Graduates:20
2) Held on 31 octobber 2018 :
Industries Mechanical 45,
Students 200, Graduates :30

Career Day:
To be scheduled.

2016 2017 2018 2019

  
(出所：GCT FSD 校から提出された資料より JPT が編集した)45 
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 GCT RR 校は、産学連携の活動に協力した企業数は着実に増加しており、特に企業と学

生が直接対話できるキャリアデーに関しては、2019 年の協力企業は 26 社（2016 年プロジ

ェクト開始時は 11 社）に増えた。また、インターンシップは TEVTA の指導により、2018

年から全学年の学生が参加することになったため、受入れ企業も飛躍的に増加した。 

 GCT FSD 校は、本プロジェクト開始時は産学連携活動がほとんどなく、2017 年より地

元企業との関係を徐々に構築し、同活動に協力してくれる企業を増加させた。2018 年はキ

ャリアデーを 2 回実施したこともあり、参加企業は合計 78 社（1 回目：33 社、2 回目：45

社）に達した。また、GCT FSD 校のイベントには自動車関連企業を中心とした日系企業 5

社が参加した。 

 

活動 5-7：各種メディアを通じて GCT 機械学科の教育内容と GCT FSD 校の更新が広報され

る 

 

 本プロジェクトの活動を紹介するリーフレット（添付資料：9 参照）は Ver.2 まで更新

され、GCT RR 校や GCT FSD 校において開催される産学連携活動で活用された 。 

GCT RR 校及び GCT FSD 校のキャリアデー等では、TEVTA の就職支援課と共同で、地

方版や全国版の新聞、及びその他メディアを通じて大々的に活動内容が紹介された。特に、

GCT FSD 校のキャリアデー開催時には、JICA より供与された訓練用機材が機材毎に映像

で紹介され、それに伴う GCT 機械学科の教育内容と GCT FSD 校の更新が広報されインパ

クトを与えている。 

 また本プロジェクトのクロージングセレモニーは、日本政府から公使を招待し、マスタ

ートレーナー認定証書の授与式、ToT や実習授業に供される JICA 機材活用状況が機材毎

に映像で紹介された。その様子は現地メディアを通して紹介された（添付資料 6-17 照）。 
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 その他の活動 

 国別研修 

パキスタンと日本では教育訓練制度の違いが多く、効果的な技術移転を行うためには日

本の TVET システムの理解が重要であることから、プロジェクト期間中に計 4 回の国別研

修を行った。第 1、2 回は意思決定者レベルである TEVTA 会長、管理職を中心に日本の

TVET の理解、日本における産学連携の理解を目的とした研修を行った。 

第 3、4 回では主に教官向けに、教官の質の向上を目的として研修を行った。研修では

主に GCT RR、FSD 両校の教官等を対象に、我が国の先進的な技術教育訓練、職業訓練施

設等の運営、教官の育成、教材開発手法、日本の優れた「ものづくりと人材育成」及び「産

学連携」等の意識向上をねらいとして実施した。各研修対象者、日程は下記に示す。 

また、帰国 1 か月後の帰国報告会ではアクションプランの活動開始を確認し、6 か月後

には自作教材の開発と学生指導への活用状況を確認した。帰国後は日本で学んだ５S 活動、

日本の指導員のきめ細かな学生指導、産業界との連携などを良い見本として、自作教材を

使って授業を展開したり、教官がこまめに教室内を巡回して学生の理解度を確認したり、

実習場に安全通路を設けたり、工具や清掃用具を整理整頓したり、学生との就職相談を密

に行うなど、日常業務に改善が見られるようになった。 

 

(1) 第 1 回概要（2017 年 2 月 11 日～2 月 15 日） 

 

表 2-30 第 1 回 国別研修対象者・日程 

  名前 役職 所属 

1 Mr. Irfan Qaiser Sheikh Chairperson TEVTA 
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(2) 第 2 回概要（2017 年 11 月 05 日～11 月 16 日） 

 

表 2-31 第 2 回 国別研修対象者・日程 

 

 
  

  名前 役職 所属 

1 Mr. Akhtar Abbas Bharwana General Manager(Operation) 

TEVTA 
2 Mr. Muhammad Usman District Manager Faisalabad 

3 Mr. Aqib Sharif JICA Project Coordinator 

4 Mｒ. Umber Afzal Chattha Manager(Training) 

5 Mr. Muhammad Tariq Mehmood Principal GCT RR 

6 Dr. Iftikhar Hussain Shah Principal 
GCT FSD 

7 Mr.Noor Asif Noor HoD Mechanical 
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(3) 第 3 回概要（2019 年 3 月 6 日～3 月 13 日） 

 

表 2-32 第 3 回 国別研修対象者・日程 

  名前 役職 所属 

1 Mr. Ezaz Haider Manager (Technical) TEVTA 

2 Mr. Muhammad Azhar Senior Instructor 

GCT FSD 

3 Mr. Muhammad Washif Ali Instructor 

4 Mｒ. Muhammad Umair Mirza Instructor 

5 Mr. Muhammad Nouman Siddique Instructor 

6 Mr. Adil Nawaz Instructor 

7 Mr. Ali Anwaar Instructor 
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(4) 第 4 回概要（2019 年 9 月 30 日～10 月 11 日） 

 

表 2-33 第 4 回 国別研修対象者・日程 

  名前 役職 所属 

1 Mr. MUHAMMAD Altaf Baluch General Manage(Procurement) TEVTA 

2 Mr.ALAM Muhammad Senior Instructor 

GCT FSD 
3 Mr.TAHIR Muhammad Senior Instructor 

4 Mr.ARSHAD Muhammad Senior Instructor 

5 Mr.HUSSAIN Abid  Lecturer  

6 Mr.TAHIR Saeed Instructor  GCT RR 

 

 

以上、詳細は添付資料 7：国別研修報告書参照。  
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 ワーキンググループ及び合同調整委員会 

 

 本プロジェクトを進めるにあたり、C/P 機関との間で以下のとおり会議を開催した。（各

会議の議事録は添付資料 8 参照） 

 

表 2-34 実施会議一覧 

 日付 会議名 内容 

1 2016/3/2 
キックオフ会議（ JPT と

TEVTA） 

 JPTがTEVTAにプロジェクトの概要を

説明し、TEVTA が了承した。 

 W/G の立ち上げを協議した。 

 TEVTA 幹部及び GCT の代表として

GCT RR 校と GCT FSD 校の校長をメ

ンバーとすることを合意した。 

 JPT が既存の TMC 及び TMC 案を説明

し、TEVTA が了承した。 

2 2016/3/10 
13 校校長会議（JPT、TEVTA、

13GCT 校長） 

 JPT が既存の TMC 及び TMC 案を説明

し、13 校の GCT 校長が了承した。 

 JPT が 13 校の GCT 校長にベースライ

ン調査、TNA、産学連携調査の実施を

依頼した。 

3 2016/3/17 

TEVTA 会長挨拶 

※表敬訪問であるが、重要な

内容を含むので記載する。 

 TEVTA 会長から GCT FSD 校の教官の

MT/ToTの開始時期と機材の導入時期の

前倒しを要請され、JPT は努力すること

を約束した。 

4 2016/3/31 第 1 回 W/G 

 正式に W/G の発足を確認した。 

 JPT がプロジェクトの概要と当面のス

ケジュールを説明し、W/G として了承

した。 

 JPT がベースライン調査、TNA、産学

連携調査を実施中である旨を報告し

た。 

 JCC の日程と議事内容について確認し

た。 

5 2016/4/6 第 1 回 合同調整委員会  PDM Ver.1 を承認した。 

6 2016/10/6 第 2 回 W/G 

 8 月に GCT RR 校で実施した MT の報

告書を共有した。11 月から 12 月にか

けて GCT FSD 校で実施する予定の MT

の計画を承認した。 
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 日付 会議名 内容 

7 2016/11/14 第 3 回 W/G 

 JPT がベースライン調査、TNA、産学

連携調査の結果を報告し、承認した。 

 上記に基づいて、産学連携の今後の進

め方について了承した。 

 GCT RR 校の産学連携活動の見直しを

行った。 

8 2017/4/14 第 2 回 合同調整委員会  PDM Ver.2 と PO を承認した。 

9 2017/7/28 第 4 回 W/G 

 JPT が ToT 全体計画（案）及び MT 全

体計画（案）を説明討議し合意した。 

 GCT FSD 校にて産学連携活動の枠組

みと内容を固め、その後他の GCT 校に

展開していくことが妥当であることを

確認した。 

10 2017/9/26 第 5 回 W/G 

 2017 年度二回目の MT 及び ToT の日程

を計画し承認した。 

 JPT が産学連携戦略を説明し、承認し

た。 

11 2017/9/27 TMC の適用に関する会議 

 GCT RR 校の校長、学科長および主任

指導員と新規に作成した TMC 適用に

関する意見を集約した。 

12 2017/10/31 第 6 回 W/G 

 JPTがTMC改訂案とモニタリングチェ

ックシートを W/G に提案し承認した。 

 JPT が 6 教科目見直しを提案し承認し

た。 

 産学連携活動を報告した。 

13 2017/12/12 第 3 回 合同調整委員会  PDM Ver.3 を承認した。 

14 2018/9/19 第 7 回 W/G 

 W/P を承認した。 

 マスタートレーニングと ToT 計画を承

認した。 

15 2018/12/4 第 4 回 合同調整委員会 

 プロジェクト活動を報告した。 

 モニタリングシートを報告した。 

 W/P を承認した。 

 機材調達報告した。 

16 2019/7/9 第 8 回 W/G 

 改善計画を承認した。 

 マスタートレーニングと ToT 計画を承

認した。 

17 2019/8/26 第 5 回 合同調整委員会  プロジェクト活動を報告した。 
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 日付 会議名 内容 

 PDM Ver.4 を承認した。 

 モニタリングシートを報告した。 

18 2019/12/20 第 6 回 合同調整委員会 

 プロジェクト活動を報告した。 

 モニタリングシートを報告した。 

 機材調達を報告した。 

 当初計画から変更された活動 

 

(1) 機材見積書作成と入札のための共通仕様書の作成時期 

 

 当初計画では 2016 年 7 月に機材仕様書を作成する予定となっていたが、現地での機材

カタログ収集作業が、宗教行事（ラマダン）による影響で大幅に遅れたため、機材見積書

の分析と仕様書作成の時期が、当初計画より 1 ヶ月半ほど遅延する結果となった。 

 その結果、同年 8 月上旬に TEVTA と GCT FSD 校に対し、機材計画の内容、概算の機材

調達費用、機材据付予定表を提出し了承を得た。さらに、JICA パキスタン事務所が実施

する調達業者選定のための、共通仕様書・特記仕様書・機材調達費・据付配置図面などを、

10 月上旬に JICA パキスタン事務所に提出した。 

 

(2) MT の対象 

 

 当初、2016 年 8 月にマスタートレーナーの再講習として GCT RR 校で計画されていた

MT は、GCT RR 校のマスタートレーナー及びその候補を対象としていたが、TEVTA から

の要望を受けて、GCT FSD 校のマスタートレーナー候補も対象とすることとした。 

 

(3) プロジェクト活動紹介リーフレットの作成 

 

 当初計画では、本プロジェクトの活動を広く紹介するためにリーフレット等の広報資料

を製作する明確な時期の設定はしていなかった。一方で、TEVTA や各 GCT からはセミナ

ーやフォーラム開催時に本プロジェクトの内容を紹介したいという強い要望があった。こ

のことから、プロジェクトの広報活動の一環として、TEVTA と協議して 2016 年 11 月に

リーフレットを製作した。また、2018 年 11 月に Ver.2 へ更新された。 

 

(4) 広報活動の実施 

 

 当初計画では広報活動は主にプロジェクト後半にて実施する予定であったが、2018 年 4

月 26 日に GCT FSD 校で開催したキャリアデーに合わせて、活動内容と JICA 供与機材を

地元報道機関等の 12 社に紹介し広報活動を行った。 
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(5) MT と ToT（MT/ToT）の実施 
 

 当初計画では、2018 年の MT/ToT は GCT 校の夏季休暇期間中（2018 年 7 月、8 月）

と 2018 年 11 月に実施することを計画していたが、プロジェクト後半の開始が遅れたた

め、それぞれ 2018 年 9 月から 11 月の間と 2019 年 2 月から 3 月の間に後倒しをす

る形で実施した。実施時期の変更で混乱が予想されたが、TEVTA と各 GCTs の協力を得

て所期の目的を果すことができた。 

 

(6) 第 4 回 JCC の開催 

 

当初計画ではプロジェクト 2018 年 8 月に JCC を開催して Work Plan（W/P）の承認を

得る予定であったが、W/P は JCC メンバーに個別で説明して了解を得ることとし、プ

ロジェクト活動を先行して進めることとした。2018 年 12 月に開催した JCC で W/P

は正式に承認された。 

 

(7) 国別研修の実施 

 

2018 年の国別研修は 2018 年 9 月の実施を予定したが、プロジェクト後半開始の遅れ

や派遣手続き等の事務処理に時間を要したため 2019 年 3 月に実施を遅らせた。 

 

 活動写真 

 

添付資料 10 参照。 
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3 プロジェクト運営実施上の課題・工夫 

 
プロジェクト期間中に発生した課題とそれに対して講じた工夫及び解決策は次のとお

りである。 

 

表 3-1 課題・工夫及び解決策 

 
課題 工夫及び解決策 

1 
プロジェクトの円滑

な立ち上げと運営 

・プロジェクトの円滑な立ち上げのために、2016 年 2 月末から先 
 発隊として、総括、副総括を含む 4 名を派遣し、TEVTA、GCT RR 
 校、GCT FSD 校との調整にあたった。 
・TEVTA、GCT の組織においては、極めて上意下達式の意思決定 
 がなされていることを観察したため、前プロジェクト同様に 
 TEVTA 職員が今回もプロジェクトコーディネーターとなるよう 
 に働きかけ、彼を通じて GCT の校長、校長から機械学科長へと、 
 指示と連絡のルートを確立した。 
・ベースライン調査、TNA、産学連携調査という 3 つの調査を一括 
 し、対象 13 校の GCT の校長を一堂に集めて調査の依頼を行うこ 
 とにより、スピードアップを図った。 
・本プロジェクトの活動拠点はラホール市に所在する TEVTA と 
 GCT RR 校、ファイサラバード市に所在する GCT FSD 校の 3 か 
 所に分かれているため後述する治安の関係で急を要する事態が 
 生じても即対応することが困難な場面に直面することがある。緊 
 急時には電話やメールでの連絡でも十分に事足りるように日常 
 的に意思疎通を図るようにした。 
・MT/ToT を行う 8 月と 11 月にはほぼ全員の専門家がパキスタンに 
 滞在するのでこの機会を有効に活用して専門家間でお互いが抱 
 える課題や解決事例を共有するようにした。また日本国内でも可 
 能な限り集合して情報共有する機会を設けるように配慮した。 

2 
シャトル型派遣によ

る C/P とのコミュニ

ケーション 

・前プロジェクトにおいては、常駐の長期専門家が 3 名配置され、 
 かつ対象地域はラホール市に限られた。したがって、実施機関で 
 ある TEVTA 及び GCT RR 校とは緊密なコミュニケーションを取 
 りやすい状況にあった。しかし、本プロジェクトにおいては、詳 
 細計画策定調査結果では 2 名の長期専門家の配置が提案された 
 が、すべてシャトル型の派遣となった。 
・C/P とのコミュニケーションを絶やさず効率的に行うために、JPT 
 の現地派遣とローカルスタッフの配置、窓口の一本化の 3 点にお 
 いて工夫を凝らした。 
・JPT の現地派遣については、C/P と協議の上、総括と副総括のど 
 ちらかが現地にいる期間を極力長くするような計画を行った。 
・プロジェクトのローカルスタッフを採用してラホールとファイサ 
 ラバードに常駐させ、TEVTA と GCT RR 校及び GCT FSD 校の 
 関係者と日常的な連絡を取った。 
・TEVTA、GCT RR 校、GCT FSD 校においては、日常的な連絡窓 
 口の C/P をそれぞれ 1 名と定めた。 
・こうした工夫の結果、C/P との間のコミュニケーションの齟齬を 
 防止することができた。 
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課題 工夫及び解決策 

3 実技への意識の強化 

・TNA 及び産学連携調査の結果、産業界からは GCT に対して実技 
 教育の強化が求められていることが分かり、この対策として MT 
 や ToT を実技教育の充実につながるような訓練内容として、実技 
 教育を重視する機運醸成を図った。 
・MT のカリキュラムに産業界から特別講師を招へいして生産現場 
 の生の声を聞かせたり、企業視察を計画して企業幹部との意見交 
換会の場を設けたり、企業視察後にセミナーを開いて意識高揚を

図る取り組みを行った。 
・これらの取り組みの成果として教官が実技に対する重要性に気づ 
 き、実習を実技担当助手に任せることなく、教官が自ら担当する 
 機運が醸成された。 
・国別研修の教育訓練施設視察では教官が積極的に実験・実習に取 
 り組んでいる現場を多く観察することで、実技教育の重要性を再 
 確認できた。 

4 機材調達の遅れ 

・JICA 調達分は 2018 年 11 月に全ての機材が納入されが、 
  TEVTA 調達分が遅延している。 
・ MT/ToT 実施に支障をきたさないよう、納入が遅れた機材につい 
 ては GCT FSD 校の現有機材と GCT RR 校の機材を活用して 
 所期の目的を達成した。 

5 
維持管理システムの

不足 

・訓練、実習用機材を取扱う企業は、パキスタン国内で 4 社から 5 
 社ほどあり、既に現地法人登録や商業行為の認可済みで承認され 
 てはいるが、カラチやイスラマバード等の都市部を中心に営業活 
 動を行っているために、地方訓練施設への部品供給、維持管理を 
 直接サポートできず、対応が遅い傾向にあった。 
 一方で、地元の中小企業は経営規模が小さく、調達後の維持管理 
 サービスに対応する熟練技術者が確保できていなかった。よっ 
 て、なるべく調達機材を科目毎、分野別にしてロット分けで調達 
 する方法とした。機材調達において、現地に代理店や販売拠点が 
 あることは、TEVTA 側や GCT 側にとっても維持管理や保守管理 
 の面から重要である。機械性能と耐久性などの仕様面保証、納入 
 期日、アフターサービスの保証に重点を置いた調達計画を 11 校 
 の GCT に対しても助言した。 
・地元の中小企業は経営規模が小さく、調達後の維持管理サービス

に対応する熟練技術者が確保できていないため、これをカバーす

るために機材の保守管理に必要な「機材管理マニュアル

（Equipment Management Manual）」を整備した。 

6 不安定な電力供給 
・停電が頻発するため、パソコンやプリンター 等の事務機器の使 
 用や Wi-Fi 通信に支障をきたしていたが、無停電電源装置（UPS） 
 を設置して業務環境を改善した。 

7 治安の悪化 

・ラホール市を含むパキスタン国内でのテロの続発等の影響を受け 
 て、都市間の移動には JICA 事務所からの事前承認が必要となっ 
 ており、JPT の活動に制約があった。 
・そのため機動性を持った柔軟な活動が困難となっているが、これ 
 に対処するために、事前に余裕を持った計画を立てて出張を行う 
 ようにした。 
・大規模デモ活動などに伴う治安悪化により JPT に宿舎待機の指示 
 が度々出され、MT/ToT 実施の時間変更や時間短縮を余儀なくさ 
 れるなど影響を及ぼしたが、早めに安全情報を入手して実施時間 
 を変更したり補講を行ったりすることで遅れをカバーした。 
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課題 工夫及び解決策 

8 
TEVTA 人事異動に

よる混乱 

・プロジェクト実施中に会長以下 TEVTA 幹部の人事異動があった 
 為に活動が一時停滞した。 
・可能な限り新旧幹部とのコミュニケーションを密にしてプロジェ 
 クト活動に支障を来さないように留意した。 

9 
プロジェクト終了後

を目指した運営 

・プロジェクト終了後も TEVTA が持続的に MT/ToT や産学連携活 
 動を展開できるよう活動の中心を専門家から C/P に移し、企画立 
 案から実施運営に至るまでの一連の活動をC/Pに自主性を持たせ 
 るように工夫した。 
・その結果、最後の MT/ToT は各マスタートレーナーが ToT を計画 
 から実施まで一連の活動ができるノウハウを身に付けることが 
 できた。 
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4 プロジェクトの達成度 

 各成果の達成度に関して 

 プロジェクト終了時の各成果の達成度は以下のとおりである。PDM ver.4 で設定された

指標を用いて、各成果の達成度を判断した。 

 

 

 

GCT RR 及び GCT FSD 校からの意見の集約と W/G での討議を経て 2017 年 10 月に TMC

マニュアルが完成した。W/G により承認された TMC は、TEVTA より 13 校へ配布され、

実施段階となっている。 GCT RR 及び FSD での TMC モニタリングを 2018 年 10 月及び

2019 年 11 月に実施した結果、TNA (Training Needs Assessment) などの調査が就職支援

担当者の交代などがあり未実施となっているが、概ねこれにそった管理がされていること

から、この成果は達成された。 

TMC モニタリングの結果については添付資料 6-8 を参照。 

 

2016 年 4 月から TEVTA と 13 校においてベースライン調査及び研修ニーズ調査（TNA）

並びに産学連携調査が行われた。調査報告書は、2016 年 11 月 4 日の W/G にて承認された。

よって、この成果は達成された。 

 

2019 年 2 月に機械学科改善計画書の骨子が作成され、これに沿って JPT が作成した改善

提案を改善計画書（案和文及び英文) として 2019 年 4 月に作成された。この改善計画書

は、2019 年 7 月 9 日に開催された W/G において承認された。 

また、改善計画は 13 校へ配布されており、これについての実施計画が TEVTA において

作成中である。 

よって、この成果は達成された。 

 

【成果 1 実績のまとめ】 

1．TMC が TEVTA より 13 校へ配布されており、GCT RR 及び GCT FSD 校では既にこれ

に基づいて研修管理が実施されている。 

2．TNA が実施され、報告書が公開された。 

成果 1 

研修管理サイクル（Training Management Cycle ：TMC）が再検討され、13

校の GCT と共有される。本プロジェクトのアプローチを導入するための改善

計画が策定される 

指標: 1.1. TMC が各 GCT によって採択される 

指標 1.2. 研修ニーズ調査（TNA）が実施される 

指標 1.3.  プロジェクトの成果を導入するための改善計画が準備される  
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3．「機械学科改善計画」が作成され、プロジェクトで実施したノウハウが 13 校で共有さ

れた。また、TEVTA において導入スケジュールなどの実施計画を作成中である。 

  

 

指標 2 TNA に基づきテキストと教材が更新される 

 

TNA に沿った 6 教科の改訂カリキュラムは、W/G と TEVTA 機械学科カリキュラム改訂

委員会及び TEVTA 会長 / COO の承認を経て、IBCC / CCDTE で 2019 年 9 月 25 日に承認

された。 

2017 年末までに TNA に沿った 6 教科のシラバス改訂や教材作成が計画され、2019 年 11

月までにこれら全てのシラバスと教科書及びスライドの教材は更新された。 (2.4 成果 2

にかかる活動参照) なお、更新されたシラバスと教材は本報告書に添付している。 

よって、この成果は達成された。 

 

【成果 2 実績のまとめ】 

1．TNA に基づいて 6 教科のカリキュラムが改訂された。 

2．6 教科の改訂カリキュラムが IBCC / CCDTE により認定された。 

3．6 教科のシラバスが改訂された。 

4．6 教科の教科書や教材が開発された。 

 

 

指標 3 改訂カリュキュラムを GCT FSD 校にて実施するための機材を 90%カバーする 

 

JICA 側調達分の機材は 100% 納入と据え付けが完了し、改訂カリキュラムに沿って実

習訓練に使用された。 

一方、TEVTA 側調達分は、実習用機器の 60%（一部の現地調達品が納品済み）及び機

材本体の交換部品や消耗品の 40%（未納品）となっている。この交換部品と消耗品は、カ

リキュラム改定に沿った「MT 及び ToT」技術指導に影響するが、機材全体からの割合で

は約 10%程度である。よって、GCT FSD 校での技術指導で運用する指導機材の 90%をカ

バーしている。 

この TEVTA 側調達分の状況は、機材仕様の特殊性と調達価格の急激な上昇によって入

札不調で 7 パッケージの内、5 パッケージの調達品目数で未調達となっている。TEVTA 調

達部は、機材仕様の見直し行って 2020 年 6 月までの全機材調達に向け緊急対応を図って

いる。 

 

成果 2 
対象の GCT 工業系ディプロマ機械学科のカリキュラムが製造業のニーズを満

たす能力を備える 

成果 3 
改定カリキュラムの実施のために、GCT FSD 校の工業系ディプロマ機械学科

の設備が拡充される 
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表 4-1 機材調達の変遷（JICA 側調達機材） 

時期 活動 内容 備考 

2016年 12月 新聞公示・入札会開催 
参加現地調達業

者： 4 社 

JICA パキスタン事務所主催の入

札会実施（イスラマバード） 

2017 年 

1 月～3 月 

契約交渉・契約調印

式・調達業務開始 

現地調達業者 2 社

と JICA 間の請負

契約締結 

LOT-A：実習用機材 

（Workshop 機材） 

LOT-B：実験・分析用機器

（Laboratoriy 機器） 

2018 年 

8 月～10 月 

マスタートレーニン

グ及び ToT 活動で機

材運用開始 

調達機材の引渡検

査・初期始動訓練 

LOT-A：大型精密機器（CNC）の

海外品調達遅延に依り 2018 年 12

月に全機器納入完了 

LOT-B：分析用機器の輸出入手続

遅延等に拠り 2018 年 8 月中旬に

全機器納入終了完了 

2019 年 

7 月～10 月 
保証期間終了 保守管理指導開始 

Equipment Management Manual

による機材管理指導 

但し、2018 年 4 月 26 日プロジェクト主催にて JICA パキスタン事務所より GCT FSD 校に機材引渡した。 

 

よってこの成果はほぼ達成された。 

 

【成果 3 実績のまとめ】 

1. JICA 側機材の調達は当初計画より遅延したがすべて完了した。一方 TEVTA 側の調達機 

 材の一部が未調達となっている。 

 

 

指標 4 

GCT RR / FSD 校それぞれマスタートレーナー16 名が、CoE として改定カリキ

ュラムに基づく Training of Trainers（ToT）が実施できる能力を持つと判

定される 

 

プロジェクト期間を通じて、両校の教官に対し研修を含む能力アップの働きかけを進め

た結果、GCT RR 校では 18 名、GCT FSD 校 では 17 名の教官がマスタートレーナーとし

ての能力を持つと判定された。 判定にあたっては、プロジェクト期間中に実施した MT

に際し、JPT が教官の評価を行ったが、この評価点平均値が一定のレベルに達しているこ

と、及び各校の学科長による教官毎の総合評価の結果の双方をもとに判定を行った。また、

該当教官は期間中の ToT において 11 校からの参加者に対して研修を実施していることも

参考とされた（添付資料 6-11 参照）。 

よって、この成果は達成された。 

成果 4 
GCT RR / FSD 校が、CoE として改定カリキュラムに基づく Training of 

Trainers（ToT）が実施できるマスタートレーナーとしての能力を持つ 
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【成果 4 実績のまとめ】 

1. GCT RR 校では 18 名、GCT FSD 校 では 17 名の教官がマスタートレーナーとしての能

力を持つと判定された。 

 

 

 

 産学連携の活動に関与した企業数は “2.1.6 成果 5 にかかる活動 活動 5-6” の表 2-28

及び 2-29 で示したとおり、GCT RR 及び FSD 両校において増加した。主な産学連携活動

に協力した企業数の変遷を表 4-2 にまとめる。 

 

表 4-2 産学連携活動に関与した企業数の変遷 

活動 GCT RR 校 GCT FSD 校 

キャリアデー (2016) 11 → (2019) 26 (2018/4) 33 → (2018/9) 45 

特別講義 (2016) 3 → (2017) 4 (2017) 0 → (2018) 4 

インターンシップ (2016) 36 → (2019) 90 (2018)12 → (2019) 17 

(出所：GCT RR 及び FSD 校の資料より JPT が作成) 

 

なお、本プロジェクトでは IMC を通じてラホール、ファイサラバード両市の商工会議

所の協力を仰ぎ、同活動に協力してもらえる企業数を増やした。 

今後、IMC 運営組織に企業の役員を加えることで、GCT FSD 校の産学連携活動への助

言や企業へ協力要請を積極的に実施でき、資金面、技術面、インターンシップでの多面的

協力が期待される。 

よって、この成果は達成された。 

 

指標 5.2. 
GCT RR 校と GCT FSD 校の就職支援サービスを利用する機械学科生徒の割合

が増加する 

  

 GCT RR 及び FSD 校における就職支援室（JPO）の利用率は “2.1.6 成果 5 にかかる活動

活動 5-2” の表 2-23、2-24 及び図 2-3 に記したとおり、両校共に増えている。両校共に夏

季休暇や試験期間などは一時的に利用者が減るので、常に利用率が高くなっているわけで

はないが、本格的に JPO の活動が開始された 2019 年 2 月の数値と比較すると 10 月以降の

利用率は大きく伸びている。 

よって、この成果は達成された。 

 

 

 

成果 5 
産学連携が強化される（カリキュラム改訂への産業界の意見反映、就職セミ

ナー開催、企業へのインターン受け入れ等） 

指標 5.1. 各セクター作業部会の活動に参加する製造業者数が増加する 
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表 4-3 JPO の利用者数と利用率の比較 

GCT RR 校 GCT FSD 校 

(2019 年 2 月) 22 人/9% → 

 (10 月) 798 人/100%超 

(2019 年 2 月) 26 人/14% → 

 (10 月) 45 人/24% 

(出所：GCT RR 及び FSD 校の資料より JPT が作成) 

 

指標 5.3. GCT RR 校と GCT FSD 校における産業界との共同活動の数と内容が向上する 

 

“2.1.6 成果 5 にかかる活動 活動 5-6” の表 2-28 及び 2-29 で示したとおり、GCT RR 及

び FSD 両校においてキャリアデーやインターンシップ等の産学連携活動数は増加してい

る。表 4-4 に両校の産学連携活動総数の変遷を示す。 

 

表 4-4 産学連携活動総数の変遷 

GCT RR 校 GCT FSD 校 

(2016 年) 8 → (2019 年) 11 (2016 年) 0 → (2018 年) 13 

(出所：GCT RR 及び FSD 校の資料より JPT が作成) 

 

両校に於いては、本プロジェクトにより提案された年間事業計画（Annual Industrial 

Linkage Plan）に沿って、各種のイベント（キャリアデー、スキルコンペティション、企業

の技術者を講師とする技術講演会、IMC、プロジェクト展示会、インターンシップ等）を

開催しており、特にキャリアデー及びインターンシップにおける参加企業数が表 4-1 で示

したとおり増えている。また、GCT FSD 校に関しては、2016 年の本プロジェクト開始時

は、産学連携がほとんど実施されていなかったため、企業との接点は程なかったが、2018

年には GCT FSD 校も GCT RR 校と同様の成果を達成することができた。 

よって、この成果は達成された。 

  

【成果 5 実績のまとめ】 

1．産学連携活動に参加する企業数が増加した。 

2．就職支援サービスを活用する機械学科学生が増加した。 

3．産学連携活動数が増加した。 
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 プロジェクト目標の達成度に関して 

 

 指標達成度 

 

 

本指標については、2019 年 9 月に NAVTTC が両校の活動状況の現地調査を行い、11 月

末までに認証結果を通知する予定とされていた。しかし NAVTTC の認証委員会の開催が

12 月第 2 週に延期され、更に 2020 年 1 月中旬に、そして 3 月中旬の開催に再延期された。

このことにより 2019 年 12 月 20 日の JCC 開催までに認証結果を得ることが出来なかった

が、NAVTTC との協議の中で非公式ではあるが両校の現地調査の結果は NAVTTC 認証基

準の 80%を超えているとの情報を入手しており、成果は達成する見込みである。 

 

表 4-5 NAVTTC 認証結果見込み 

 GCT RR 校 GCT FSD 校 

教授・学習プロセスの効果性 80%以上 80%以上 

労働市場との連携 80%以上 80%以上 

・数値は TEVTA が NAVTTC から非公式に入手したデータによる。 

 

 

 指標 2 に関して、改善計画が TEVTA と GCTs 代表者で構成する W/G（2019 年 7 月）で

承認された。 

なお、承認された改善の項目は、以下の表のとおりである。 

 

プロジェクト目標 指標 

産業ニーズに基づき、GCT RR 校と GCT FSD

校の工業系ディプロマ機械学科コースの技術

教育の質が改善する。この改善に適用された

アプローチがパンジャブ州東部における他の

GCT 校においても導入される。 

 

1. GCT RR 校と GCT FSD 校の工業系ディプ

ロマ機械学科の「教授・学習プロセスの効果

性」と「労働市場との連携」に関連する指標

が、NAVTTC の認証基準である学科単位と学

校単位の 80％を超える。 

2.TEVTA と GCT 代表で構成される作業部会

で GCT 機械学科の改善計画が承認される。 

指標 1 

GCT RR 校と GCT FSD 校の工業系ディプロマ機械学科の「教授・学習プロセス

の効果性」と「労働市場との連携」に関連する指標が、NAVTTC の認証基準であ

る学科単位と学校単位の 80％を超える。 

 
指標 2 

TEVTAとGCT代表で構成される作業部会でGCT機械学科の改善計画が承認

される。 
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改善の項目（再掲：表 2-4） 

改善の項目 

(1) 産業動向や教育訓練ニーズ調査・分析の改善 

(2) カリキュラム改訂の改善 

(3) 教育訓練の準備に関する改善 

(4) 教育訓練実施に関する改善 

(5) 教育訓練の評価に関する改善 

(6) 指導法に関する改善 

(7) 指導員研修計画に関する改善 

(8) 機材管理に関する改善 

(9) 施設設備に関する改善 

(10) 教育施設環境に関する改善 

(11) 産学連携に関する改善 

(12) 就職支援に関る改善 

(13) 学生管理に関する改善 

(14) 卒業生管理に関する改善 

(15) その他の改善 

 

よって、この指標は達成された。 

 

 プロジェクト目標達成度 

 

TNA で得られた産業界からのニーズを分析してカリキュラムを改訂し、カリキュラム実

施に必要な訓練機材を調達した。これらの機材を活用した MT で GCT RR 校と GCT FSD

校の教官を指導した。専門家から直接指導を受けた教官は実技能力のみでなく ToT を実施

するマスタートレーナーとしての指導能力を併せて資質向上を図ったことで、産業界のニ

ーズに沿った質の高い技術教育が提供できるようになった 

プロジェクト活動をとおして得られたこれらの活動の知見とアプローチを改善計画に

まとめ TEVTA から 13 校の GCT に周知した。これらのノウハウを活用して各 GCT がキャ

リアデーを開催するなど順次改善に向けて活動を開始している。 

また、ToT で他の GCT の教官が一堂に会す機会が増えたことで教官間のネットワーク

が形成され、教材開発や技術情報に関する情報交換が活発に行われるようになった。 

これらの活動の結果として、教育内容と産学連携の双方で NAVTTC 評価基準値の 80%

を超えるとの情報を入手しており、プロジェクト目標は達成する見込みである。 
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5 上位目標の達成見込み 

 

上位目標 指標 

パンジャブ州東部の各GCT工業系ディプロマ

機械学科において質の高い教育を提供するた

めの組織体制が強化される。 

1.2014 年から 2016 年の平均卒業率を維持す 

 る。 

 GCT RR: 72.5%, GCT FSD: 59.9% 

2. 2014 年から 2016 年の卒業から 1 年 

後の平均就職率よりも就職率が増加する。 

 GCT RR: 50%, GCT FSD: 75% 

3.パンジャブ州東部において、GCT 機械 

 学科の改善計画が導入される。 

 

 各指標の達成見込み 

 

指標 1. 
2014 年から 2016 年の平均卒業率を維持する。 

 達成度 GCT RR: 72.5%, GCT FSD: 59.9% 

 

各 GCT の IPO の記録と分析による卒業率は、同年の学生の入学者数と卒業者数との比

率であり、以下の通り、GCT RR と GCT FSD 校とも目標値を達成していない。留年者の

大半は一般科目（数学、英語、物理、化学等）の単位を取得できなかったことが原因であ

る。本プロジェクト協力は専門学科（16 教科）のみを対象とし、一般科目は対象としてい

ないため、また、試験は政府機関の PBTE (Punjab Board of Technical Education) が実施して

いるため、直接の対応は出来なかった。ただし、留年者（試験を合格せず留年した学生）

は、3 年間で 6 回の再試験を受験することができ、GCT RR 校では、この留年者の合格率

は 80%と想定されている。GCT RR 校 の 2015-2018 のデータによると 42 名が再試験に合

格しており、この再試験の合格者数を加えると、卒業率は 72.6%と増加する。 

一方、2013 年から 2016 年の 4 年間に入学した学生の合計は 1,769 名、退学者数は合計

278 名で、退学率が年平均 15.7%（278/1,769）と高い数値となっている。これらの学生の

大半は家庭の経済状態の悪化により授業料を納入できなくなったことが退学理由となっ

ており、奨学金制度の拡充など何らかの経済弱者対策が望まれるところである。 

各年度によって増減はみられるものの、改善計画の実施により、4-5 年後には卒業率の

さらなる増加が期待されることから、指標は達成できる見込みである。 

ただし、政府の施策により学生数を大幅に増やしたことで入学者の基礎学力の低下によ

る退学者数の増加に伴い卒業率が低下する懸念がある。 
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表 5-1 GCT RR 校の卒業率 （目標値：72.5%） 

入学年-卒業年 
入学者数 

(A) 

卒業者数 

(B) 

退学者数 

(C) 

留年者数 

(D) 

卒業率 

(B)/(A) 

2013-2016 414 267 77 70 64.5% 

2014-2017 455 302 57 96 66.4% 

2015-2018 452 286 66 100 63.3% 

2016-2019 448 265 78 105 59.2% 

合  計 1769 1120 278 371 63.3% 

・情報源：IPO,GCT RR 

 

表 5-2 GCT FSD 校の卒業率 （目標：59.9%） 

入学年-卒業年 
入学者数 

(A) 

卒業者数 

(B) 

退学者数 

(C) 

留年者数 

(D) 

卒業率 

(B)/(A) 

2013-2016 228 70 ― ― 30.7% 

2014-2017 245 126 28 91 51.4% 

2015-2018 239 120 56 63 50.2% 

2016-2019 239 99 50 90 41.4% 

                   ・情報源：IPO,GCT FSD 

・2013-2016 の退学者数と留年者数は記録なし 
 

指標 2. 
2014 年から 2016 年の卒業から 1 年後の平均就職率よりも就職率が増加する。 

 達成度 GCT RR: 50 %, GCT FSD: 75% 

 

就職率については、卒業後 1 年後の就職の有無を各校の IPO によって調査した結果は以

下の通りであり、GCT RR 校も GCT FSD 校も目標値を達成している。両校とも JPO 設置

や IPO 配置で就職支援の環境が整ったこと、IPO が中心となって就職追跡調査を積極的に

実施するようになったことから、指標は今後達成できる見込みである。 

ただし、パキスタン国（パ国）では、就職は一定の時期に行われてデータ収集されるも

のではなく、通年、就職した学生が学校にランダムに報告するものであるため、教訓とし

て、追跡調査の在り方や手法については、パ国の就職や転職事情に合わせた調整が重要で

あることがわかった。 

 一方、ここ数年はパ国の経済状況が悪化傾向をたどっており、政府の雇用統計は公表さ

れていないが GCT 卒業生の主要な就職先となる製造業を中心に工場閉鎖や生産縮小する

企業が急増しており、GCT の就職支援は体制強化されたが経済動向が改善されない限り就

職率の数値を保つのは難しいと言える。 

なお、GCT FSD 校の目標値が 75%と高い数値となっている背景は、ベースライン調査

時には JPO が未設置で IPO が配置されておらず、就職率算出に必要な数値が紙ベースで保

管されてたのみで組織的なデータ管理体制が整っていなかったことから GCT FSD 校が報

告した数値に不正確さがあったためである。 
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表 5-3 GCT RR の就職率 （目標値： 50%） 

卒業年 
卒業者数 

(A) 

就職者数 

(B) 

自営者数 

(C) 

進学者数 

(D) 

未就職者数 

(E) 

調査不能者数 

(F) 

就職率 

（G） 

2014 130 44 3 48 15 20 75.8% 

2015 219 43 3 60 53 60 46.5% 

2016 267 120 6 112 20 9 86.3% 

2017 302 105 7 110 54 26 67.5% 

2018 286 104 5 101 66 10 62.3% 

・就職率(G)＝就職者数(B)+自営者数(C)/ 卒業者数(A)- 進学者数(D)-調査不能者数(F) 

                  ・情報源：IPO, GCT RR 

 

表 5-4 GCT FSD の就職率（目標値： 75%） 

卒業年 
卒業者数 

（A） 

就職者数 

（B） 

自営者数 

（C） 

進学者数 

（D） 

未就職者数 

（E） 

調査不能者数 

（F） 

就職率 

（G） 

2014 77 56 3 22 24 0 71.1% 

2015 96 37 3 15 30 4 57.1% 

2016 70 49 0 18 3 0 94.2% 

2017 126 91 3 32 0 0 100% 

2018 120 89 2 25 4 0 95.8% 

                  ・就職率(G)＝就職者数(B)+自営者数(C)/ 卒業者数(A)- 進学者数(D)-調査不能者数(F) 

                  ・情報源：IPO, GCT FSD 

 

3. パンジャブ州の東部において、GCT 機械学科の改善計画が導入される。 

 

本プロジェクトが作成した改善計画を他の GCT へ導入する計画は、プロジェクト最後

の第 6 回 JCC で TEVTA から提案され議論を経て承認された。JCC 終了後、COO からプロ

ジェクトコーディネータを担当者として対応するよう関係部署に指示がなされた。その内

容は、TEVTA の GM Operation-1 に対して各 GCT から四半期レポートが提出され、その

レポートを受けた GM Operation-1 とプロジェクトコーディネーターがチェックしたのち

半年毎にレポート作成され TEVTA 承認されるものとなっている。このレポートは、プロ

ジェクトコーディネータ により JICA パキスタン事務所にも共有される予定である。各

GCT が記載するレポートの内容は、開催した ToT、産学連携活動、IMC 活動、NAVTTC

認証の進捗などとした。このレポーティングシステムが確立することで、指示系統が明確

となり、TEVTA と各 GCT の責任分担が明確となった。 
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 上位目標達成の見込み 

 

 

4 年間の技術協力を通して産業界からのニーズ把握、カリキュラム見直し、MT と ToT

実施、訓練機材計画と維持管理、産学連携の仕組みづくりと実施等のアプローチを確立し、

ノウハウを共有した。この取組みをまとめた改善計画を全 GCT に普及し、各 GCT 自身に

よる実施を促進する組織体制を強化することで、上位目標は達成できる見込みである。 

また、教官の質の向上と学生の技能向上に加えて、就職支援室を設置して担当者を配置

したこと、産学連携活動を充実して産業界との連携を深めたこと、実技訓練を多く取り入

れて学生の実技能力を高めたこと等により、産業界のニーズに沿った卒業生を輩出可能と

なったため、将来的にも就職率の向上が図られる見込みである。 

ただし、就職支援にかかる組織体制の強化には、TEVTA と GCT によるさらなる組織面・

財政面での改善が必要とされる。TVET 改革の政策に基づいた現場での取組みが州政府に

より促進されることが重要である。 

また、卒業率については、退学者の事情に家庭の経済問題などが大きな要因となってお

り、学力向上のみでは退学率を減少させることが難しいという現状がある。 

JPT と TEVTA が協働で開発した TMC、改善計画、などのツールを TEVTA が有効に機

能させて各 GCT の組織体制強化を行っていくことが重要である。 

一方、質の高い教育を提供する組織体制が強化されても、就職率や卒業率は経済状況の

影響を大きく受けるため、今後の経済状況を注視する必要がある。 

 

 上位目標達成への提言 

 

プロジェクト終了後は、プロジェクト活動をとおして蓄積されたノウハウを TEVTA が

活用して各 GCT 校の TVET 実施能力の強化が図られることになる。プロジェクト活動を

とおして開発された各種ノウハウを活かして、各GCTが質の高い教育が提供できるよう、

TEVTA からの指導と財政面や人事面での積極的な支援が求められる。 

また、2018 年に TEVTA に新設された就職支援課の運営能力の強化は学生の就職力向上

に重要であり、TEVTA が人的・予算的な強化を継続的に行う必要がある。 

加えて、GCT の JPO のスタッフである IPO と AIPO に対する指導は、データ管理、キ

ャリアカウンセリングなどの分野で TEVTA の就職支援課による継続的な支援が必要であ

る。 

また、上位目標の就職率の指標を十分に計測するには、JPO による追跡調査の実施の徹

底が重要である。 

  

パンジャブ州東部の各 GCT 工業系ディプロマ機械学科において質の高い教育を提供する

ための組織体制が強化される。 
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6 評価 5 項目によるプロジェクトの評価 

 

評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の以下の観点から、プロ

ジェクトを自己評価した。 

 

 妥当性 

 

以下に記した通りパキスタンと日本の政策と本プロジェクトのアプローチは一致してい

る。 

 パキスタンにおける政策との整合性 

 

・ビジョン 2025 

 

パキスタン政府は、2014 年 5 月に長期開発計画である「ビジョン 2025」を策定し、年

8%の平均経済成長率を達成することによる中所得国への移行を目指しており、そのため

に製造業を育成・発展させていく方針を採っている。パキスタンが製造業の強化を目指す

にあたっては、工業等で指導的役割を果たす産業人材（職長等の中堅技術者）が不足して

おり、これら中堅技術者の人材供給を増加させ製造業を発展させることが急務となってい

る。パキスタンの産業人材育成政策については、生産性の向上と付加価値の増大が目指さ

れており、その一環として、工業系大学などの技術系教育機関の質・量両面の拡充が計画

されている。 

 

・National Skill Strategy 2009-2013  

 

国家レベルの TVET 開発戦略を示す「National Skills Strategy 2009-2013」では、①雇用に

適した技能、②教育機会へのアクセスと公平性、③質の改善を 3 つの柱とし、基本戦略の

ひとつに「産業・経済発展に求められる技能の提供」を掲げ、グローバル市場における競

争力強化を意識した職業訓練制度の改革を行うとしている。 

 

・TVET 改革プログラム 

 

同方針のもとに、2011 年から国家職業技術訓練委員会 NAVTTC が主体となって、「TVET 

改革プログラム」が実施された。さらに、2018 年には「Skill for Growth & Development- A 

Technical and Vocational Education and Training (TVET) Policy for Pakistan」がパキスタン政府

に承認されている。本政策では、以下の 8 つの目的が謳われている、「若者の雇用拡大」、

「民間セクターとの連携」、「国家認証システムの紹介」、「職能ベースの教育訓練」、「TVET

改革」、「国際認証の取得」、「インフォーマル・セクターとの連携」、「公共 TVET セクター

の活性化」。 
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・連邦政府首相「若者の技術エンパワメント」プロジェクト 

 

本政策では、TEVTA によって年間 10 万人の生徒に質の高い訓練を行うことが宣言され、

2019 年 12 月にはパンジャブ州のラホールのエクスポセンターにおいて、このプログラム

のローンチング式典が催された。新技術に注力した 56 のコースが新設され、無料の技術

訓練が提供される。本プログラムが目指すものは、国内と海外との産業ニーズに則した人

材の育成であり、若者の経済的機会を拡大するものである。 

 

 対象機関及びターゲットグループのニーズとの整合性 

 

JICA が 2008 年 12 月から 2013 年 12 月まで実施した「技術教育改善プロジェクト」

において、パンジャブ州ラホールにある GCT RR 校機械学科及び建設学科を対象として、

産業界のニーズに沿う教育が提供できるように研修管理サイクル（TMC）の強化、GCT 組

織体制の強化、就職支援体制の強化等を行うことで中堅技術者の育成に貢献した。 

この実績を踏まえてパキスタンは、前プロジェクトの成果をパンジャブ州の GCT 各校

に展開する後続案件として本プロジェクトの実施を我が国に要請した。 JICA は 2014 年

11 月と 2015 年 2 月に詳細計画策定調査を実施し、要請内容を確認の上、協力内容をパ

キスタン側と合意し、2015 年 6 月 19 日に協議議事録（Record of Discussion、R/D）の署

名を行った。 

本プロジェクトでは、GCT RR 校に加えて、ファイサラバードの CoE である GCT FSD

校を対象校とし、MT を実施するとともに機材供与を行い、パンジャブ州の他 GCT に対す

る ToT を通して、パンジャブ州東部の GCT に技術移転が波及することを目指しており、

この目的は、対象機関およびターゲットグループのニーズと一致している。ただし、機材

計画を策定した他 GCT11 校への機材供与がプロジェクト範囲外であることは、ターゲッ

トグループのニーズとは必ずしも整合しないものであった。 

 日本の援助政策との整合性 

 

我が国の対パキスタン国別開発協力方針では、重点分野「経済基盤の改善」に製造業の

競争力強化が盛り込まれ、産業育成・投資環境整備プログラムにおいて、パキスタンの経

済成長促進と雇用創出に資する産業の多様化・高付加価値化を達成するための支援を行う

とされている。日系企業が多く進出する自動車産業を主な対象として、投資環境整備、中

小企業育成、産業人材育成を連携させながら、製造業の発展モデルの確立を目指している。 

この方針の小目標では、技術教育・職業訓練を優先課題と位置づけ、技術教育・職業訓

練においては、製造業のニーズに沿った技能を有する人材が継続的に輩出される体制の構

築、技術教育・職業訓練へのアクセス改善、ジェンダー間格差の是正、カリキュラムの改

善と普及、技術教育・職業訓練に対する社会的認知の向上と雇用環境の整備に向けた支援

を検討する、と述べられている。 
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 プロジェクトのアプローチの妥当性 

 

以上のように産業ニーズに基づき新しい技術を身に着けた即戦力のある若者を育成する

ことを目指す政策と制度に対応して、本プロジェクトでは、プロジェクト目標である技術

教育の質の向上のために、カリキュラム改訂や機材導入、MT と TOT など包括的に協力す

るというアプローチが効果的であった。これらの取組みをまとめた改善計画は、他の GCT

にも配布し、プロジェクトサイクルに基づいた訓練の改善手法についての知見が共有され

た。 

 

 有効性 

 

以下に記した点より、本プロジェクトの有効性は高いと評価される。 

 

 成果達成とプロジェクト目標との関わり 

 

プロジェクトで作成された「機械学科改善計画」は、2019 年 7 月 9 日に W/G により承

認され、13 校へ周知されたため、プロジェクト目標である「改善の過程がパンジャブ州東

部の他の GCT へ紹介される」は達成された。 

この機械学科改善計画は、プロジェクトの活動期間を通して行った成果 1 から成果 5 の

活動の知見と教訓がすべて網羅されており、その内容は表 2-4 の通り、GCT が独自で実施

できると判断される内容を取りまとめている。そのため、本達成は成果 1 から 5 のすべて

の成果によってもたらされており、有効性が非常に高い。 

一方、「産業界のニーズに基づいて GCT RR 及び FSD 両校の機械学科の技術教育の質が

改善される」の指標である、NAVTTC 認証 “Effectiveness of Teaching Learning Process”及

び ”Job Market Linkage”の両項目は、2019 年 9 月に NAVTTC が両校の TVET 実施状況の現

地調査を行い、11 月末までに認証結果を通知する予定とされていた。しかし NAVTTC の

認証委員会の開催が 12月第 2週に延期され、更に 2020年 1月中旬の開催に再延期された。

このことにより 2019 年 12 月 20 日の JCC 開催までに認証結果の結果を得ることが出来な

かったが、NAVTTC との協議の中で非公式ではあるが両校の現地調査の結果は NAVTTC

評価基準値の 80%を超えているとの情報を入手しており、成果は達成する見込みである。 

 

 効率性 

 

以下に記した点より、効率性は高いと評価される。 

 

 各成果の達成状況 

 

5.1 に記載のとおり、成果 1 から 5 まで、各成果は達成した。 
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 設定された 5 つの成果は着実に産出されている。ただし、成果 3 の機材供与の活動のう

ち、日本側の供与は全て達成したが TEVTA 側が供与する予定となっていた部分の一部で

調達が未完了であり、2020 年 6 月頃までの納入を待つところとなっている。 

 投入（日本側・パキスタン側） 

 

・日本側 

 JPT は適切な分野への派遣が適時に実施されている。ワークショップ 2、計測学、及び

工具・金型設計及び生産管理、安全衛生・環境、産学連携、モニタリングの分野で専門家

の交代が行われたが、引継ぎは滞りなく進められ業務に支障は見られなかった。JPT の派

遣はシャトル型で行われたため、パキスタンに滞在していない期間における C/P とのコミ

ュニケーション不足が生じ易く、その対応を講じた。また、本邦からの業務で不足分を行

わざるを得ない場合が多かった。半面、シャトル型であることで、派遣計画に沿った業務

計画を立てることができた。 

 機材の投入は免税措置の問題などの理由で、半年ほどの遅れがみられたが、既存の機材

を活用することで MT の開催場所やタイミングを調整し、マスタートレーナーの養成に影

響はみられず予定どおり実施された。また、国別研修は、技術移転の効果を高めてより多

くの C/P に裨益するよう、当初計画より 1 回増やし、プロジェクト期間を通じて 4 回実施

された。 

 

・パキスタン側 

 C/P は改善計画やカリキュラム改訂については TEVTA の GM Operation-1、MT と TOT

については、TEVTA の訓練課と各 GCT の機械学科長、機材については TEVTA の調達部、

産学連携については、TEVTA の就職支援課と各 GCT の IPO が中心となって適宜、適切な

対応を行った。TEVTA 会長や幹部、各校の校長は JICA の技術協力に理解を示し、全面的

な協力体制を構築してくれたことから、マネジメント体制は適切であった。また、このプ

ロジェクトの期間中に、今後の持続性を鑑みて GCT FSD 校では、C/P となる若手の優秀

な教官を採用した。また、プロジェクトチームの執務場所の提供に加えて、実習場の改築

や改造も行われ、改定カリキュラムの訓練に必要とする機材の一部を負担した。 

 一方で、機材のうち、パキスタン側の分担部分は、上述の通り、供与に遅れがみられて

おり、この遅延の原因としては、国内物価が急激に高騰したことで TEVTA が提示した価

格では調達不可能という企業が多くを占めたことが大きい。このため、JICA と TEVTA 間

で今後の具体的な機材調達計画を協議のうえ公式文書で改善を督促し、2020 年の 6 月頃ま

でには納品が完了する見込みである。プロジェクト活動運営資金については、MT と ToT

参加者の TADA（旅費日当）について、パキスタン側から当初、十分な支給が見られなか

ったが、プロジェクトから TEVTA 訓練課に対して説明を繰り返し、徐々に理解を得て、

前広に訓練課と計画を立てられるようになったことで TADA 支給が遅延なく行われるよ

うに改善された。 
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 成果達成への貢献要因・阻害要因 

 

・貢献要因 

 

 GCT RR と GCT FSD 校の機械学科長や教官、就職支援オフィサーなどの継続的なプロ

ジェクトに対するコミットメントが、本成果達成の大きな鍵となった。日本の技術や取組

みから学ぼうという意思が強く、その思いを原動力としてそれぞれの活動の意義を十分に

理解しながら PDCA サイクルに基づいてプロジェクトを運営することができた。 

  

・阻害要因 

 

 TVETA 幹部の人事異動が頻繁に行われ、会長の場合はプロジェクト期間中に 4 名の交

代が行われたことで、TEVTA 機材の調達の遅延や国別研修の人員選考など、成果の発現

にやや影響を受けたが、JPT が積極的に幹部とコミュニケーションを取るように心掛け、

プロジェクトへの理解と協力を得た。 

 また、DAE の国家試験問題が学科偏重で傾いているため、教官に実技軽視が見られたた

め、国別研修の TVET 校視察、MT と ToT、企業見学、特別授業等を通じて実技訓練の重

要性を認識させた。教官レベルでは、実技の重要性は十分に伝わった一方で、TEVTA の

幹部の認識のさらなる向上が求められる。 

 このように教官のコミットメントは両校とも高いなかで、活動が進むとともにプロジェ

クト活動の MT の会場が GCT FSD 校主体となったり、日当経費の支払いに滞りが出たこ

となどで、GCT RR 校の活動参加意欲に陰りが見られる傾向があったため、トレーニング

プログラム設定において GCT FSD 及び GCT RR 校への MT/ToT 配分で均等感を得られる

よう配慮し、意欲を回復した。 

 さらに、産学連携活動を行う上で、そもそも GCT 側に、JPO、活動に必要な交通手段、

コンピュータなどに費やす予算が積まれていないことから、就職支援相談やデータの整備、

企業訪問などの機会が制限された。GCT FSD 校では、JPO の整備やコンピュータの供与に

て、この課題の解決を図った。 

 最後に、ラホール市を含むパキスタン国内でのテロの続発等の影響を受けて、都市間の

移動には JICA 事務所からの事前承認が必要となっており、JPT の活動に制約があった。

また、大規模デモ活動などに伴う治安悪化により JPT に宿舎待機の指示が度々出され、

MT/ToT 実施の時間変更や時間短縮を余儀なくされるなど影響を及ぼした。これらの治安

悪化を鑑みて、他の 11 校への JPT の出張が困難となったため、プロジェクトの支援の範

囲を 2 校に絞ることとなった。 

 

 インパクト 

 

本プロジェクトのインパクトを測るうえで、卒業生の就職率の増加について、就職支援

担当の任命、増員、能力強化に対するさらなる技術移転の必要性がみられること、また、

この上位目標の達成には、製造業人材の活用に係る地域の取組みなど外部要件も大きく関
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わることなどがあり、インパクトを十分に発現するには、時間を要する。一方で、技術面

においていくつかの正のインパクトが見られ、インパクトは高いと評価される。 

 上位目標の達成に向けたプロジェクトの影響 

 

本プロジェクトの上位目標のうち、卒業率や就職率の増加については、プロジェクト活

動における MT 及び ToT による教官能力アップによる学生訓練の質向上、GCT FSD 校の

JPO の設置と指導、IMC（IAC に改称）の活性化、就職イベント開催、企業訪問などの好

事例を、改善計画によって他校が実行することで、将来的にもたらされると考えられる。 

このため、他校による本プロジェクトが作成した改善計画の実施については、TEVTA

の GM Operation-1 に対して、各 GCT から四半期レポートが提出されることが C/P と同意

され、そのレポートを受けた GM Operation-1 とプロジェクトコーディネーターのチェッ

クののち、今後の計画を含めたレポートが半年毎に作成され TEVTA によって承認される

こととなった。このレポートは、プロジェクトコーディネーターにより JICA パキスタン

事務所にも共有される予定である。各 GCT が記載するレポートの内容は、開催した ToT

（プロジェクトが育成したマスタートレーナーによるもの）、産学連携活動、IMC 活動、

NAVTTC 認証の進捗などとした。この改善計画は、IMC にも共有される見込みである。 

TEVTA では、現在、就職支援体制強化が進行中であり、この上位目標達成の実現を後

押しする動きとして、GIZ がキャリアカウンセリング研修をすべての GCT の就職支援担

当者に提供するプログラムを開始している。本プロジェクトの成果との相乗効果が見込ま

れる。 

 最後に、上位目標の指標である卒業率や就職率の向上は、GCT の体制や就職支援担当の

能力強化のみでなく、学生たち自身のモチベ―ションや意欲を高めることによってもたら

される部分もあり得るため、学生を直接の対象としたイベント（就職面接会、企業見学な

ど）や学生対象のビジネスマナー研修なども GCT によってさらに強化されることが望ま

しい。 

 組織面へのインパクト 

 

本プロジェクトでは、各 GCT の就職支援室の機能強化を支援したが、この期間中に、

TEVTA でも就職支援課が新設された。TEVTA による産学連携戦略の計画と実施には、GIZ

と連携したキャリアカウンセリングの分野における日本からの支援の継続も期待されて

いる。また、本プロジェクト期間中に行われた広報・宣伝活動により、商工会議所、日系

企業（ホンダ、トヨタ、スズキなど）、地元の繊維企業、食品産業などに対して、GCT の

存在が周知され産業界の関心が向くとともに、一般人の TVET のイメージアップに繋がっ

たことは大きなインパクトである。 

 技術面へのインパクト 

 

本プロジェクトでは、PDM の範囲外でも、いくつかの正のインパクトが発現している。 
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 例えば、国別研修の製造現場や TVET 施設での視察の影響を受けて、GCT 内で 5S を実

践するようになったこと、教官のプレゼンテーション能力が高まったこと、すべての現場

で時間厳守が守れるようになったことが挙げられる。また、PDCA の考え方が根付き、研

修計画のみでなく企業訪問計画やキャリアデーの計画の際にも、構想⇒企画⇒調整⇒オリ

エンテーション⇒実施⇒フォローアップ等の一連のプロセスを、TEVTA や GCT が PDCA

を回しながら実施できるようになった。 

 また、周辺へのインパクトという観点からは、今後、TEVTA 傘下の他 GCTs の訓練に、

GCT FSD 校に供与した機材を活用する動きもあり、近隣の教官と学生に訓練機会がもたら

せる可能性が高い。また、プロジェクトの働きかけによって GCT では既に日本が供与し

た最先端の機材を用いて近隣企業の在職者に対する短期訓練も行って企業の人材育成に

貢献しており、GCT の有用性を再認識させることに寄与している。 

 

 自立発展性 

 

以下に記した点より、政策・制度面、財政面に課題がみられるものの、自立発展性は、

やや高いと評価される。 

 

 政策・制度面 

 

TEVTA や PBTE（Punjab Board of Technical Education）に対して、先進国や他の開発途上

国の TVET 情報を提供し、実技訓練の重要性を認識させた。学科偏重である TVET 教育の

システムを変えるには、国家の試験制度などに対しての働きかけが必要とされる。プロジ

ェクトでは、このシステム改革への直接的な指導までは行わなかったが、改善計画を通じ

て、実技と実習の重要性を強調し、TEVTA に対する提言を行った。 

また、TEVTA の就職支援課が進めていた産学連携計画に助言を行うと共に他の GCT が

実施する就職面接会の開催に協力した。今後、これらの提言が反映され活動がより発展す

る見込みである。 

 

 組織面 

 

プロジェクトで育成されたマスタートレーナーが、今後も継続的に ToT を実施していく

ために、TEVTA に対してマスタートレーナーの有効活用を働きかけた。また、担当部署

に MT の位置づけと効果、必要経費の詳細計画などを説明し、トレーニング遂行にかかわ

る各業務の担当部署と職位、人数を示した。また、トレーニングプログラムの設定内容、

時期、業務推進手順などを示して、プログラムの質が今後も確保できるものとした。TEVTA

ではこれを受けて、今後のパンジャブ州内でのマスタートレーナーによる ToT 計画および

実施の責任者を GM Operation-1 とし、持続的な ToT を実施することとした。 
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就職支援の分野では、GCT FSD 校に設置した就職支援室において、IPO と AIPO による

運営が自立的に行われている。また、GCT RR 校では、専任の AIPO をプロジェクト期間

中に雇用した。ただし、これらが業務で使用する電話料金や移動手段のガソリン代などの

自己出資に依存するところも大きいため、今後、組織としての財源確保の取組みが必須で

ある。 

各校に新設された IAC は、TEVTA や商工会議所の関わりが強化されており、今後、こ

の影響で、就職支援活動に対する組織的なコミットメントが高まることが期待される。 

さらに、今後、改善計画に沿った取組みが他の 11GCT 校で実行できるかどうかは、上

位機関である TEVTA のマネジメント力に頼るところが大きい。プロジェクトでは、改善

計画進捗のチェックリストを各 GCT に配布し、四半期ごとに進捗を TEVTA に報告し、そ

の報告に基づいた計画づくりを TEVTA が行うというシステムを定着させることで、

TEVTA の責任を明確にした。 

 財政面 

 

上述の通り、JPO 設置や IPO 雇用および日常活動に関する予算が不足しており、TEVTA

や両校校長に予算を確保するように説得した結果、校長の裁量で使える予算を一部、産学

連携に配分することができた。 

 技術面 

 

GCT RR 校と GCT FSD 校にて、PDCA サイクルに基づいた運営管理のスキルが身につい

たことは、継続的な活動を行う際の大きな資産となった。プロジェクト終了後も、このノ

ウハウを使って、定期的なカリキュラムの見直し、教材の作成、ToT、企業との協働事業

などを行うことが可能な能力が備わっている。 

 また、MT と ToT では、教官自らが授業の構成、シラバス、教材を作成し、JPT の前で

デモンストレーションを行い指導を受けることで、授業づくり一連の流れを習得すること

ができた。このスキルは今後、他の科目で ToT を実施する際にも応用することが可能であ

る。 

機材メンテナンスの分野では、マニュアルにて、GCT 側によるプロジェクト終了後の持

続的な管理を推進するために、日常点検、定期点検、棚卸時の点検の 3 種類の点検を明記

し、各点検は学科長、機材管理者、指導教官が点検表で実施することを指導した。 

また、本プロジェクト中に実施した企業見学やキャリアデーのイベントなどにより、地

元の製造業との連携が強化されており、今後、この関係を活用して、企業に協力を要請し、

より地場の産業ニーズに準じたTNAを行い、人材育成計画を立てることが可能となった。 
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 結論 

 

以上の評価結果を以下、表6-1 評価結果一覧に述べる。 

 

表 6-1 評価結果一覧 

  

妥当性 

ターゲットグループのニーズへの整合性、先方政府と援助側の政策や優先順位

との整合性、プロジェクトの戦略やアプローチの妥当性に関する視点。 
非常に高い 

有効性 

プロジェクトの達成見込みと、その達成が成果の達成によりもたらされるかに

関する視点。 
高い 

効率性 

成果の達成状況と投入がいかに成果の達成に転換されているか（量的、質的観

点）に関する視点。 
高い 

インパクト（予測） 

上位目標の達成見込みと、プロジェクトの直接／間接的影響。また、正／負、

予期した／予期していない影響も確認する。 
高い 

持続性（見込み） 

プロジェクト終了後にプロジェクトがもたらした影響と持続性を問う視点。  やや高い 
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7 教訓・提言 

 教訓 

 

（１） 国別研修の効果について 

 

プロジェクト開始当初から TEVTA とプロジェクト活動及び活動範囲について協議を重

ねたが、パキスタンと日本の教育訓練制度の違いが多く双方の理解に時間を要した。日本

の先進的なTVETと産業界が求める人材像の理解を得るためにTEVTA会長など幹部、GCT

校長と学科長、GCT 教官、就職支援担当者などを対象に実施した国別研修をとおして得た

知見を元に彼ら自らがTVET改革へ道を進めたことはプロジェクト成功にとって有用であ

った。 

 

（２） 他ドナーとの連携について 

 

各種協議会の参加をとおして GIZ、WB、ADB など他ドナーとの連携を図ることがで

き、パキスタン政府が進める TVET に関する情報共有ができた。特に GIZ が主導して実施

している就職支援（キャリアカウンセラー育成）に GCTs の就職支援担当者を参加させる

等の取り組みを行った。プロジェクト単独でキャリアカウンセラーを育成することは時間

的に経費的に困難であったが、連携によって良好な結果を得ることができ有用な取り組み

であった。 

 

（３） カウンターパートとの綿密な連携について 

 

当プロジェクトの専門家の活動は長期滞在型でなくシャトル的な短期滞在型であった。

インターネット等の IT 技術を活用して意思疎通を図るよう努めたが、直接顔を合わせて

協議するのと違って限界があった。そのため、活動を本格的に実施する前に適時に先発隊

（先行専門家）を派遣してカウンターパートと事前調整を綿密に行った。この取り組みは

本格活動をスムーズに展開する上で有用な取り組みであった。 

 

（４）専門家の安全確保について 

 

専門家の活動範囲がラホール市（TEVTA、GCT RR 校）とファイサラバード市（GCT FSD

校）に加え地方の GCTs にも及んだため、JICA 事務所やローカル安全担当者とコンタクト

を密にして活動を行った。4 年間のプロジェクト期間をとおして一件の事故も起こさなか

ったことは有用な安全取り組みを行った結果であった。 
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（５）TEVTA 調達機材の遅延について 

 

当初の計画には無かったが、TEVTA 会長の強い意向により TEVTA も機材調達の一部を

負担することになった。予算執行で多くの時間を要したため一部の機材を除いて、プロジ

ェクト期間内に調達できなかったが、2020 年 6 月から 7 月までに調達するよう TEVTA で

調達作業を継続中である。MT/ToT は GCT RR 校の機材と GCT FSD 校の現有機材を活用し

て実施したため MT/ToT の実施には影響を及ぼすことはなかった。 

 

 提言 

 

（１） 卒業率について 

 

上位目標に「卒業率（Graduation Ratio）」を掲げたが、学生の留年者（卒業後 3 年間で 6

回の再受験が可能であり約 80%以上の留年者は進級している。）が多いため、3 年間の就

学期間で卒業する割合は目標値を満たしていないが、再試験合格後には数値目標を達成す

ることができる見込みである。留年者の大半は一般科目（数学、英語、物理、化学等）の

単位を取得できなかったことが原因である。当プロジェクト協力は専門学科（16 教科）の

みを対象とし、一般科目は対象としていないため、また、試験は政府機関の PBTE (Punjab 

Board of Technical Education) が実施しているため、直接の対応は出来なかった。 

日本の TVET（ポリテクカレッジ等）でも過去には同様な問題を抱えていたが、一般科

目と専門科目を関連付けて授業を行うことで学生に興味を持たせたり、一般科目が苦手な

学生には補講を行う等の工夫をして課題解決した経験があった。この様な事例を参考にし

て TEVTA 担当者や校長・学科長との日常的な意見交換の中で、また PBTE との意見交換、

JCC や W/G などの場で改善策を求めたが効果的な対応は得られていない。一般科目を否

定するものではないが実技教育とのバランスを考慮した試験制度の改革が求められる。こ

の課題を TEVTA 単独で解決することは困難であり、他の TVET 機関と連携して政府に働

きかけるなど今後の課題としたい。 

 

（２） 就職率について 

 

上位目標に就職率「Employment Ratio」を掲げたが、就職率は社会経済状況の影響を受

けるためプロジェクト効果が反映されない場合が発生する。日本では学校を卒業する前に

就職を決定している場合が大半であるが、日本以外の国では学校は学ぶ場所、就職は卒業

後に卒業生の自己活動で行うもの、との考え方が根付いている。パキスタン国の教育機関

も同様である。当プロジェクトで成果を上げたように学生が在学中に産学連携活動（キャ

リアデー、インターンシップ、企業見学、外部講師による特別授業等）をとおして学生に

就職活動の意欲を持たせることは重要であり、TEVTA の就職支援課が各 GCT と連携して

地域産業界との連携を強化したり、IPO に対してキャリアカウンセリング研修を充実した

り、学生のキャリア教育を強化するなど、今後も活動が継続発展することを期待する。 
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（３） 供与機材について 

 

改定カリキュラムに必要な訓練用機材は、入札結果によりパキスタン国内の業者が納入

した。プロジェクト終了後はパキスタン側（TEVTA）が機材の保守管理を行うことになる

ので、プロジェクトは保守管理を整理した機材管理マニュアルを作成した。供与機材に不

具合が生じた場合には、このマニュアルを活用して納入業者との良好な連携を保って供与

機材を継続的に有効活用することを期待する。 

 

（４） 定期的なカリキュラム見直しについて 

 

プロジェクト開始直後に産業界からのニーズである TNA を把握した。TNA 実施の際は

プロジェクト主導ではあったが、TEVTA とプロジェクト対象の 13 GCTs と共同で実施し

各種ノウハウ（調査方法、調査結果の集約と分析、ニーズに合ったカリキュラム見直し、

教官育成等）を共有した。プロジェクト終了後も TEVTA が中心となり商工会議所や各 GCT

の IMC の協力を得て産業界の動向を注視し、定期的にカリキュラム見直しを行うことを

期待する。 
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添付資料 2：モニタリングシート ( Ver.1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 ) 
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添付資料 2-1：モニタリングシート ( Ver.1 ) 
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添付資料 2-2：モニタリングシート ( Ver.2 ) 
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添付資料 2-3：モニタリングシート ( Ver.3 ) 
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添付資料 2-4：モニタリングシート ( Ver.4 ) 
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添付資料 2-5：モニタリングシート ( Ver.5 ) 
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添付資料 2-6：モニタリングシート ( Ver.6 ) 
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添付資料 2-7：モニタリングシート ( Ver.7 ) 
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添付資料 3：詳細活動計画（Plan of Operation） 



 

9
1

 

  



 

9
2

 

  



 

9
3

 

  



 

94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 4：投入実績（専門家派遣実績） 
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